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3月定例会で市政方針を説明する甲斐田市長

わ
が
国
の
経
済
は
、
厳
し
い
状
況
を
脱
し
て
い
な
い
も
の
の
、

各
種
の
政
策
効
果
な
ど
に
よ
り
、
緩
や
か
な
改
善
が
続
い
て
い

る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
本
市
の
財
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
の
基
盤
と
な

る
市
税
の
伸
び
は
期
待
で
き
ず
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

に
お
い
て
も
、
依
然
と
し
て
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
平
成
十
二
年
度
に
お
い
て
も
経
費
の
節
減

に
努
め
、
財
源
の
合
理
的
な
配
分
や
各
種
基
金
の
取
崩
し
な
ど

に
よ
り
財
源
確
保
を
図
り
、
大
村
市
総
合
計
画
に
沿
っ
た
事
業

を
推
進
し
、
市
民
の
要
望
に
応
え
、
名
実
共
に
県
の
中
核
都
市

と
し
て
豊
か
で
魅
力
あ
る
大
村
市
を
目
指
し
、
「
子
ど
も
に
思

い
や
り
の
心
と
夢
を
」
・
「
若
者
に
誇
り
と
活
力
を
」
・
「
お

年
寄
り
に
生
き
が
い
と
安
心
を
」
を
市
政
の
目
標
と
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

魅
力
あ
る
堕量

か
な

ま
ち
づ

く
り
を
め
き
し
て



人
々
の
交
漏
が
進
む

臨
空
都
市
づ
く
り

-
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
の
推
進

大
村
市
の
土
地
利
用
の
現
状
を
踏
ま
え
、

調
和
の
と
れ
た
市
土
の
発
展
を
目
指
し
、
昨

年
策
定
し
ま
し
た
「
国
土
利
用
計
画
大
村
市

計
画
」
に
沿
っ
た
計
画
的
な
土
地
利
用
を
進

め
ま
す
。

-
市
街
地
の
整
備

用
途
地
域
の
指
定
に
基
づ
き
、
調
和
の
と

れ
た
市
街
地
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

新
都
市
軸
の
形
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

J

R
大
村
駅
周
辺
を
中
心
と
す
る
中
心
市
街
地

は
、
ま
ち
の
玄
関
口
・
顔
と
し
て
の
中
心
市

街
地
を
市
民
共
有
の
生
活
と
交
流
の
拠
点
と

し
て
、
ま
た
、
多
様
な
市
民
ニ

i
ズ
に
対
応

で
き
る
ま
ち
鳴
つ
く
り
を
目
指
し
て
、
地
元
商

庖
衝
な
ど
と
共
に
、
再
整
備
を
進
め
ま
す
。

-
都
市
景
観
の
形
成

大
村
ら
し
さ
を
表
現
す
る
ま
ち

m

つ
く
り
を

目
指
し
て
「
都
市
景
観
条
例
」
を
制
定
す
る

と
と
も
に
、
周
囲
の
景
観
に
調
和
し
た
建
築

物
を
誘
導
す
る
指
針
な
ど
の
策
定
に
着
手
し
、

そ
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

平成12年度

施政方針概要

-
交
通
体
系
の
整
備

!
由
道
の
整
備
l

国
道
担
号
の
大
村
拡
幅
は
、
平
成
八
年
度

か
ら
玖
島
交
差
点
改
良
工
事
に
着
手
さ
れ
、

本
年
度
は
一
部
本
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
西

本
町
交
差
点
と
大
村
駅
入
口
交
差
点
は
、

一

部
用
地
買
収
に
着
手
さ
れ
ま
す
。

国
道
4
4
4
号
の
未
改
良
区
間
も
早
期
整

備
に
向
け
て
強
く
働
き
か
け
ま
す
。

ー
都
市
計
画
道
路
の
整
備
|

久
原
梶
ノ
尾
線
は
、
国
道
担
号
の
バ
イ
パ

ス
道
路
と
し
て
、
ま
た
、
災
害
対
策
上
か
ら

も
重
要
幹
線
道
路
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
三
城
工
区
は
、

5
月
に
供
用
開
始
予

定
で
あ
り
、
武
部
工
区
は
、
用
地
買
収
と
、

一
部
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
久
原
工
区
は
、

本
年
度
供
用
開
始
を
目
指
し
、
須
田
ノ
木
工

区
は
、
用
地
買
収
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

富
の
原
坂
口
線
は
、
用
地
買
収
を
進
め
、
沖

回
線
は
、
杭
出
津
松
原
線
側
か
ら
工
事
を
進

め
ま
す
。

上
m道
の
整
備
|

市
道
の
整
備
は
、
全
て
の
人
に
配
慮
し
た

快
適
で
人
に
や
さ
し
い
道
路
の
整
備
に
努
め

ま
す
。

歴
史
の
散
歩
道
整
備
事
業
と
し
て
、
引
き

続
き
大
村
小
学
校
周
辺
の
整
備
を
行
う
と
と

も
に
、
本
町

一
丁
目
通
り
は
電
線
類
地
中
化

事
業
に
よ
る
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

上
長
崎
新
幹
線
・

J
R
大
村
線
整
備
等
|

九
州
新
幹
線
長
崎
ル
l
ト
は
、
ス
キ
l
ム

見
直
し
案
に
お
い
て
「
実
施
中
の
環
境
影
響

評
価
の
結
果
を
見
て
、
出
来
る
限
り
早
期
に

着
工
し
、
着
工
後
十
数
年
後
の
開
業
を
目
指

す
と
と
も
に
、
フ
リ
l
・ゲ
l
ジ
・
ト
レ
イ

ン
の
活
用
を
図
る
」
と
取
り
ま
と
め
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
年
度
は
重
要

な
時
期
で
あ
り
、
積
極
的
に
要
望
活
動
等
を

行
い
ま
す
。
J

R
大
村
線
の
整
備
拡
充
は
、

新
駅
の
設
置
や
連
結
車
輔
増
な
ど
の
要
望
を

行
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
パ
ス
路
線
は
、
生
活
パ
ス
路

線
の
拡
充
、
新
設
等
の
要
望
活
動
を
行
い
ま

す
。

-
空
港
機
能
の
強
化

長
崎
空
港
は
、
国
際

・
圏
内
航
空
の
流
通

拠
点
と
し
て
、
益
々
発
展
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
国
際
空
港
と
し
て
の
体
制
の
拡

充
と
国
内
線
・
国
際
線
の
増
便
等
に
つ
い
て
、

県
な
ど
と
共
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

-
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

新
た
な
社
会
資
本
と
し
て
、
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
、
情
報
通
信
基

盤
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
な
お
、

大
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利
用
し
て
市
民
へ

の
情
報
提
供
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

-
水
資
源
の
確
保

水
源
の
確
保
と
水
の
安
定
的
な
供
給
の
た

め
、
日
年
度
を
目
途
に
「
水
資
源
保
全
利
用

基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
地
下

水
の
酒
養
と
保
全
を
促
進
す
る
た
め

「地
下

水
保
全
条
例
」
を
制
定
し
ま
す
。
な
お
、

萱

瀬
ダ
ム
嵩
上
げ
本
体
工
事
は
完
成
し
、
現
在

湛
水
試
験
の
た
め
の
貯
水
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ダ
ム
周
辺
環
境
整
備
事
業
は
、
本
年
度
完
了

を
目
指
し
ま
す
。

潤
い
あ
ふ
れ
る
海
と
縁
の

環
境
都
市
づ
く
り

-
快
適
環
境
の
形
成

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
と
と
も

に
、
健
全
で
恵
み
豊
か
な
生
活
環
境
を
確
保

す
る
た
め
、
自
然
と
人
と
が
共
生
す
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
「
環
境

基
本
計
画
」
を
策
定
し

「環
境
基
本
条
例
」

を
制
定
し
ま
す
。
地
球
温
暖
化
が
急
速
に
進

行
し
て
い
る
中
、
「
C
0
2削
減
推
進
の
ま
ち
」

の
広
告
塔
を
設
置
し
て
お
り
、
今
後
も
ケ
ナ

フ
の
栽
培
、
環
境
家
計
簿
の
普
及
な
ど
の
啓

発
活
動
の
促
進
や
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト

ッ
プ

運
動
も
展
開
し
ま
す
。
地
方
公
共
団
体
が
自

ら
出
す
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
等
の
た
め

の
実
行
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
「
地
球
温
暖

化
対
策
室
」
を
設
置
し
て
、
調
査
に
着
手
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
家
庭
に
お
け
る
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
費
助
成
制
度
を
継
続
し
ま

す
。さ

ら
に
、
「
大
村
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
す
。
加
え
て
、
環
境

教
育
や
環
境
学
習
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

大
村
湾
浄
化
対
策
は
、
閉
鎖
性
海
域
に
対

す
る
政
策
の
強
化
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
充
実

し
た
運
動
を
行
い
ま
す
。

-
住
宅
の
整
備

老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
の
建
替
え
を
年
次

計
画
で
進
め
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
池

田
第

一
団
地
に
お
戸
が
完
成
し
、
さ
ら
に
、

2
か
年
計
画
で
池
田
第
二
団
地
に
担
戸
を
建

設
し
ま
す
。

な
お
、

4
月
か
ら
市
営
住
宅
の
効
率
的
な

管
理
を
行
う
た
め
、
業
務
の

一
部
を
委
託
し

ま
す
。

-
公
園
、
緑
地
、
水
辺
の
塾
講

「
緑
の
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
緑
地
の

保
全
や
緑
化
の
推
進
、
公
園
整
備
等
を
計
画

的
に
進
め
ま
す
。
大
村
公
園
の
花
菖
蒲
園
に

つ
い
て
は
、
維
持
管
理
に
な
お

一
層
努
め
ま

す
。
街
区
公
園
は
、
植
松
ふ
れ
あ
い
公
園
を

新
設
し
ま
す
。
郡
川
砂
防
公
園
は
、
施
設
の

整
備
拡
充
に
併
せ
て
、
駐
車
場
等
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

-
上
水
道
の
整
備

水
は
限
ら
れ
た
資
源
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、
安
全
で
良
質
な
飲
料
水
を
安
定
供
給
す

る
た
め
に
、
円
滑
な
運
営
と
効
率
的
な
業
務

運
営
に
努
め
ま
す
。
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-
下
水
道
等
の
整
備

ム

共
下
水
道
の
推
進

本
市
の
公
共
下
水
道
普
及
率
は
、
本
年
3

月
末
に
打
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
見
込
み
で

あ
り
、
県
下
で
も
高
水
準
に
あ
り
ま
す
。
本

年
度
は
、
区
域
を
拡
大
す
る
た
め
、
「
公
共
下

水
道
事
業
変
更
基
本
計
画
」
の
策
定
に
着
手

し
ま
す
。
大
村
湾
南
部
流
域
関
連
公
共
下
水

道
事
業
と
し
て
、
溝
陸
地
区
の

一
部
を
供
用

開
始
す
る
と
と
も
に
、
面
整
備
を
更
に
推
進

し
、
処
理
区
域
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

i
農
業
集
落
排
水
事
業
の
推
進
|

現
在
進
め
て
い
ま
す
福
重
、
武
留
路
、
三

浦
地
区
は
、
引
き
続
き
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

武
留
路
地
区
は
、
本
年
度
供
用
開
始
し
ま
す
。

|
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
整
備
|

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
事
業
の
計

画
が
な
い
地
域
は
、

「高
度
処
理
型
小
型
合
併

処
理
浄
化
槽
」
の
設
置
を
推
進
し
ま
す
。

-
廃
棄
物
処
理
対
策
の
充
実

多
様
化
す
る
ご
み
の
質
と
量
に
対
応
す
る

た
め
、
ご
み
の
減
量
化
に
引
き
続
き
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
排
出
の
抑

制
を
図
る
な
ど
、
環
境
保
全
に
努
め
ま
す
。

本
年
7
月
か
ら
、
新
た
に
そ
の
他
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク

・
卵
パ

ッ
ク
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
実

施
し
ま
す
。
ご
み
減
量
や
分
別
の
促
進
を
図

る
た
め
、
指
定
袋
の
導
入
に
つ
い
て
の
準
備

を
進
め
ま
す
。

心
か
よ
う
健
康
福
祉

づ
く
り

-
地
域
福
祉
の
推
進

高
齢
者
や
障
害
者
等
に
配
慮
し
て
、
全
て

の
人
が
地
域
の
中
で
共
に
支
え
合
い
、
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
福
祉
社
会
哨
つ
く

り
に
努
め
ま
す
。

-
保
健
、
医
療
の
充
実

少
子
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
す
こ

や
か
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
、
全
て
の
市
民

を
対
象
に
健
康
相
談
、
健
康
審
査
等
を
実
施

し
、
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

健
や
か
な
老
後
を
目
指
し
、

A
-
K
-
K

(
歩
け

・
こ
け
る
な

・
か
ぜ
ひ
く
な
運
動
)
教

室
を
実
施
し
、
健
康
明
つ
く
り
に
努
め
ま
す
。

市
立
病
院
に
最
新
の
核
医
学
検
査
装
置
な

ど
の
高
度
医
療
器
械
を
導
入
し
、
医
療
水
準

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

-
高
齢
者
福
祉
の
充
実

介
護
保
険
制
度
が
、
本
年
4
月
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
援
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や

そ
の
家
族
介
護
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
環
境
ぃ
つ
く
り
を
目
指
し
て
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
供
給
基
盤
の
整
備
と
質
の
向
上
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
元
気
な
高
齢
者
の
生
き

が
い
対
策
と
し
て
、
学
習
・
創
作
活
動
を
推

進
す
る
熟
年
大
学
を
開
設
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

高
齢
者
活
動
支
援
施
設
を
開
設
し
、
要
介
護

化
の
予
防
と
日
常
生
活
の
支
援
を
図
り
ま
す
。

加
え
て
、
「
新
老
人
保
健
福
祉
計
画
」
に
よ
り
、

高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

-
児
童
家
庭
福
祉
の
充
実

第
二
子
の
保
育
料
や
乳
幼
児
医
療
の
五
歳

児
ま
で
の
無
料
化
と
、

一
定
の
条
件
を
満
た

す
第
三
子
以
降
の
保
育
料
の
助
成
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
第
二
子
の
無
料
化

に
つ
い
て
は
、
若
干
の
見
直
し
を
行
い
、
併

せ
て
、
保
育
料
の
最
高
限
度
額
を
引
き
下
げ

ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
保
育
士
を
配
置

し
、
在
宅
幼
児
の
子
育
て
を
よ
り

一
層
支
援

し
ま
す
。
ま
た
、
虐
待
に
悩
む
母
親
等
に
相

談

・
指
導
を
行
う
た
め
、
臨
床
心
理
士
の
活

用
を
図
り
ま
す
。

-
障
害
者
(
児
)
福
祉
の
充
実

障
害
者
(
児
)
が
、
生
き
生
き
と
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
、
つ
く
り

を
目
指
し
て

「
障
害
者
福
祉
計
画
」
に
基
づ

く
施
策
の
展
開
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
在
宅

障
害
者
支
援
や
、
介
護
等
支
援
サ
ー
ビ
ス
体

制
の
整
備
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
支
援
事
業

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
。

-
年
金
、
国
保
の
充
実

|
国
民
年
金
の
充
実
|

国
民
皆
年
金
の
体
制
愉
つ
く
り
の
た
め
、
積

極
的
に
広
報

・
啓
発
に
取
り
組
み
、
年
金
相

談
な
ど
多
く
の
機
会
を
と
ら
え
制
度
の
周
知

を
図
り
ま
す
。

ー
国
民
健
康
保
険
事
業
|

事
業
の
健
全
運
営
を
続
け
る
た
め
、
医
療

費
適
正
化
対
策
の
強
化
と
保
険
税
収
納
率
の

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
被
保
険
者
の
健

康
晴
つ
く
り
等
、
保
健
事
業
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

-
防
災
、
消
防
対
策
の
充
実

自
主
防
災
組
織
を
中
心
に
地
域
住
民
と
一

体
と
な
っ
た
訓
練
を
実
施
し
、
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
り
ま
す
。
新
大
村
消
防
庁
舎
に
併

設
さ
れ
る
防
災
セ
ン
タ
ー
、
消
防
団
本
部
を

地
域
防
災
の
拠
点
と
し
、
防
火
・
防
災
の
学

習
の
場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、
第
二

回
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

-
交
通
安
全
、
防
犯
対
策
の
充
実

交
通
安
全
教
育
の
充
実
強
化
を
図
り
、
交

通
安
全
施
設
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
4
月
か

ら
着
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
装
着
方
法
等
の
講
習
会
を
積
極
的
に

開
催
し
ま
す
。
防
犯
対
策
と
し
て
、
防
犯
灯

の
増
設
や
地
域
安
全
活
動
事
業
を
推
進
し
ま

す
。
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歴
史
と
個
性
が
び
か
る
生

涯
学
習
都
市
づ
く
り

-
生
涯
学
習
社
会
の
形
成

生
涯
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
情
つ

く
り
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
機
会
を
提

供
し
、
講
座
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
図
書
館
、

史
料
館
の
利
用
拡
大
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

-
学
校
教
育
の
充
実

心
の
教
育
を
重
視
し
、
道
徳
教
育
や
生
徒

指
導
の
充
実
を
図
り
、
各
学
校
が
地
域
に
根

ざ
し
た
学
校
、
つ
く
り
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

い
じ
め
や
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
も
さ
ら
に

充
実
い
た
し
ま
す
。

市
立
幼
稚
園
の

2
年
保
育
を
平
成
臼
年
度

か
ら
実
施
す
る
た
め
、
統
廃
合
を
含
め
た
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。
市
内
中
学
校
の
給
食

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

小
学
校
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
の
設
置
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
活
用
、
中
学
校
へ
の
テ

レ
ビ
の
配
置
な
ど
、
情
報
教
育
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

-
青
少
年
の
健
全
育
成

子
ど
も
た
ち
の
感
動
す
る
心
や
科
学
す
る

心
を
育
て
る
た
め
、
「
子
ど
も
科
学
実
験
教
室
」

「
子
ど
も
自
然
科
学
セ
ミ
ナ
ー
」

「子
供
な
ん

で
も
探
検
隊
」
な
ど
の
講
座
や
、
子
ど
も
生

き
生
き
夢

m

つ
く
り
事
業
(
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
)

を
実
施
し
ま
す
。

「
少
年
野
生
の
森
(
仮
称
こ
は
、
整
備
に

向
け
検
討
し
ま
す
。



平成12年度

-
ス
ポ
ー
ツ
、

ヨ
ン
の
振
興

市
民
が
明
る
く
、
健
康
で
、
心
豊
か
な
活

力
あ
る
生
活
を
お
く
る
た
め
「
活
き
活
き
ス

ポ
ー
ツ
の
ま
ち
、つ
く
り
」
に
努
め
ま
す
。

施
設
設
備
と
し
て
、
総
合
運
動
公
園
(
仮

称
)
の
基
本
設
計
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
鈴

田
運
動
広
場
の
供
用
を
開
始
し
、
市
営
野
球

場
ナ
イ
タ
ー
設
備
の
設
置
や
各
施
設
の
改
修

工
事
を
行
い
ま
す
。

レ
ク
リ
エ

I
シ

-
歴
史
、
文
化
の
継
承
と
創
造

歴
史
的
文
化
遺
産
の
保
護
と
歴
史
を
掘
り

起
こ
す
と
と
も
に
、
郷
土
の
偉
人
を
顕
彰
し
、

歴
史
に
育
ま
れ
た
大
村
文
化
の
継
承
発
展
に

努
め
ま
す
。
大
村
藩
出
身
で
近
代
的
都
市
公

園
、
つ
く
り
に
尽
力
し
た
長
岡
安
平
を
顕
彰
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

m月
に
開
催
し
ま
す
。

-
国
際
交
流
、
地
域
間
交
流
の
推
進

シ
ン
ト
ラ
市
と
の
間
で
、
学
生
に
よ
る
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
の
相
互
派
遣
を
行
い
、
更
な
る

国
際
交
流
に
努
め
ま
す
。

活
力
を
呼
ぶ
地
域
産
業

づ
く
り

施政方針概要

-
農
業
の
振
興

農
家
経
営
の
安
定
と
振
興
に
努
め
る
た
め

に
諸
施
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
認
定
農

業
者
や
青
年
農
業
者
等
の
支
援
や
ほ
場
の
整

備
、
中
山
間
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま

す。-
林
業
の
振
興

効
率
的
な
森
林
整
備
を
実
施
し
、
低
コ
ス

ト
に
よ
る
林
業
所
得
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

公
有
林
は
、
広
葉
樹
へ
の
改
植
を
推
進
し
、

森
林
保
全
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

-
農
道
の
整
備

ふ
る
さ
と
農
道
整
備
事
業
と
し
て
、
今
山

地
区
ほ
か

3
地
区
の
事
業
の
推
進
と
併
せ
、

松
尾
地
区
、
野
田
地
区
の
広
域
関
連
農
道
等

の
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

-
水
産
業
の
振
興

大
村
湾
の
水
産
物
資
源
を
確
保
す
る
た

め
、
エ
ピ
、
ナ
マ
コ
な
ど
定
着
性
の
高
い
種

苗
の
中
間
育
成
と
放
流
を
進
め
、
資
源
管
理

型
漁
業
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
磯
焼
け
回

復
支
援
事
業
や
松
原
漁
港
の
漁
港
環
境
整
備

事
業
、
東
浦
漁
港
の
離
岸
堤
工
事
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

-
商
工
業
の
振
興

独
自
の
製
品
開
発
や
製
品
の
高
付
加
価
値

化
を
奨
励
し
、
地
場
産
業
の
育
成
に
努
め
る

と
と
も
に
、
物
産
品
の
県
内
外
へ
の

P
R
-

販
路
拡
大
を
図
り
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
、

「中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
タ
ウ
ン
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
機
関
を
組
織
し
、
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

な
お
、
市
・
商
工
会
議
所
・
中
央
商
屈

会
・
長
崎
大
学
が
、
共
同
で
開
講
し
た
「
出

前
講
座
」
を
中
心
に
据
え
た
「
ま
ち
か
ど
研

究
室
」
は
、
継
続
的
に
発
展
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
空
き
庖
舗
に
新
規
出
店
者
を
募
り
、

不
足
業
種
の
庖
舗
を
誘
致
す
る
と
と
も
に
、

意
欲
あ
る
新
た
な
起
業
希
望
者
の
た
め
の
実

験
的
な
屈
舗
を
設
け
、
新
規
創
業
の
た
め
の

支
援
を
行
う
商
工
会
議
所
の
事
業
に
対
し
、

助
成
し
ま
す
。

-
労
働
対
策
の
充
実

現
大
村
消
防
署
の
建
物
を
新
た
な
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る

た
め
、
改
修
工
事
を
行
い
、
供
用
開
始
し
ま

す
。
ま
た
、
緊
急
雇
用
対
策
事
業
の
実
施
や

障
害
者
の
雇
用
促
進
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

-
企
業
誘
致
の
推
進

オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
や
ハ
イ
テ
ク
パ
ー

ク
大
村
に
、
優
良
な
企
業
の
誘
致
に
全
力
を

注
ぎ
ま
す
。
大
村
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建

設
は
、
本
年
度
着
工
を
目
指
し
て
お
り
、
こ

れ
に
併
せ
て
周
辺
整
備
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

-
観
光
の
振
興

観
光
の
振
興
は
、
本
市
の
豊
か
な
自
然
や

歴
史
等
の
観
光
資
源
を
活
か
し
、
幅
広
い
集

客
に
努
め
ま
す
。
大
村
市
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
と
連
携
し
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致

に
努
め
ま
す
。
「
全
国
の
大
村
さ
ん
あ
つ
ま
れ

2
0
0
0
イ
ン
お
お
む
ら
(
仮
称
)
」
を
日
月

に
開
催
し
ま
す
。

家
族
揃
っ
て
楽
し
め
る
施
設
と
し
て
、
日

岳
公
園
・
琴
平
ス
カ
イ
パ

i
ク
・
野
岳
湖
周

辺
整
備
を
行
い
ま
す
。

市
民
と
共
に
つ
く
る

ま
ち
づ
く
り

-
市
民
参
加
、
女
性
行
政
の
推
進

「
お
お
む
ら
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
に

沿
っ
て
、
男
女
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
共
に
参

画
す
る
ま
ち
、
つ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
現
大
村
消
防
署
の
建
物
を
改
修
し
、

女
性
の
自
己
啓
発
、
研
修
の
機
会
や
相
談
窓

口
と
し
て
の
女
性
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
を
設

置
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
場
や
情
報
提
供

の
場
と
し
て
、
女
性
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
に

併
設
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
需
給
調
整
な
ど
を
行

い
、
市
民
が
気
軽
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
出
来
る
よ
う
な
環
境
、
つ
く
り
に
努
め
ま

す
。ま

た
、
地
域
活
性
化
の
先
導
的
役
割
を
果

た
し
て
い
る
全
国
の
地
域
、
つ
く
り
団
体
が

一

堂
に
会
す
る

「地
域
愉
つ
く
り
団
体
全
国
研
修

交
流
会
」
を
開
催
し
、
地
域
、つ
く
り
活
動
の

一
層
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

-
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進

「
大
村
市
新
行
政
改
革
実
施
計
画
」
に
従

っ
て
、
効
率
的
な
市
政
の
運
営
に
努
め
ま
す
。

「
情
報
公
開
条
例
」
を
制
定
し
、
行
政
運
営
に

お
け
る
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上
に
努

め
ま
す
。そ

の
他

-
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
は
、
依
然
と

し
て
景
気
不
安
定
の
中
、
売
上
額
、
入
場
者

と
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
新
規
フ
ァ
ン
の
拡
大
、
発
売
の
多

様
化
、
専
用
場
外
発
売
場
の
設
置
等
に
よ
り
、

売
上
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
福

祉
・
環
境
問
題
や
人
情
つ
く
り
に
関
す
る
諸
施

策
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、

市
民
の
皆
様
の
声
を
よ
く
聞
き
、
常
に
市
民

の
幸
せ
を
願
っ
て
、

「夢
と
力
強
い
動
き
の
あ

る
前
向
き
の
市
政
」「
市
民
の
立
場
に
立
っ
た

市
民
本
位
の
あ
た
た
か
な
市
政
』「
市
民
に
聞

か
れ
た
透
明
・
公
正
な
市
政
」
を
確
立
す
る

た
め
に
全
力
を
傾
倒
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。
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市政の動き

間
森
園
公
園
完
成

4

司
ー

甲
斐
田
市
長
、

一
足
早
く
安
全
チ
ェ
ッ
ク

|

甲
斐
田
市
長
は
完
成
ま
じ
か
な
森
園
公
園

を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の
公
園
は
、
平
成
7

年
か
ら
「
水
と
緑
と
花
の
ま
ち
l
お
お
む
ら
」

の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
市
長
は
、
各
施

設
を
回
り
、
開
園
時
に
、
市
民
の
方
々
に
喜

ば
れ
る
よ
う
安
全
面
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
ま
し
た
。

*
4
月
1
日
か
ら
芝
生
の
一
部
を
除
き
開

放
し
ま
す
。
ま
た
、
お
日
(
土
・
み
ど
り
の

日
)
に
開
園
式
を
行
い
ま
す
。

初
大
村
・
頓
原
昧
覚
の
会

釘

ー

大
村
の
特
産
ロ
聞
を
ぴ
j
あ
j
る
》

|

「
大
村
・
頓
原
昧
覚
の
会
」
が
伊
丹
市
で
聞

か
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
伊
丹
市
姉
妹
都
市

協
会
の
主
催
で
聞
か
れ
た
も
の
で
、
大
村
市
、

島
根
県
頓
原
町
(
伊
丹
市
と
姉
妹
都
市
)
か
ら

取
り
寄
せ
た
食
材
で
作
ら
れ
た
料
理
で
交
流
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

甲
斐
田
市
長
は
、
市
の

特
産
品
の
一
つ
「
黒
丸
五
寸
人
参
」
と
角
館
町

(
本
市
の
姉
妹
都
市
)
か
ら
送
ら
れ
た
、
り
ん

ご
で
、
人
参
ジ
ュ
ー
ス
の
作
り
方
を
説
明
し
な

が
ら
人
参
の
ピ
1

ア
ー
ル
に
努
め
て
い
ま
し

た
。
そ
の
他
、
ゆ
で
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
、
ゆ
ず
、
か

ぼ
す
が
食
材
と
し
て
出
さ
れ
ま
し
た
。

お
航
空
機
火
災
に
備
え

g
l全
国
初
の

消
火
訓
練
施
設
を
視
察

長
崎
空
港
の
一
角
に
、
全
国
初

の
「
航
空
機
火
災
消
火
訓
練
施
設
」

の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
航
空
機
火
災
を
想

定
し
、
搭
乗
者
救
出
訓
練
や
燃
料

流
出
に
よ
る
火
災
の
消
火
訓
練
を

行
う
も
の
で
、
訓
練
用
の
ボ
ー
イ

ン
グ
7
6
7
型
機
の
実
物
大
模
型

や
管
理
棟
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
完
成
は

4
月
に
予
定
さ
れ
、

年
間
約
4
0
0
人
の
訓
練
生
を
受

け
入
れ
ま
す
。

甲
斐
田
市
長
は
、

施
設
の
運
用
や
環
境
問
題
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

を

が

い

ブ

球

思

ラ
野

川
と

夕
、
ソ
な

シ
}
し
汁
い

糊
凶
除
か
lv

d

、
。
哨
れ
一
川

で
す
む
あ
仁

き

ま

川

が

ム

好
い
む
備
で

が
で
わ
設
か

ツ
ん
な
一
同

一
し
'
少
タ
な

ポ
楽
が
イ
は

ス
を
所
ナ
画

、
球
場
に
計

は

野

る

場

認
す

来
球
す

C
作

出

野

ま

「
市
長
さ
え

明

広
い
っ
/⑧

-一ん窓
口おかh

u
 

zne 
-望面面菅唱・

.官製はがき・封書
・ 「市民の声フ ァックスJFax54-6600 
・ 「市長さんこんにちは」

(投書箱:市役所、各出張所に設置)
などを利用して次の事項を記入のうえ、
送ってください。
¢質問事項 cl住所・氏名・電話番号

-a届」司直面III話iiiilE・
〒856-8686 玖島 1丁目25番地
大村市役所秘書広報課内(内線204)
「市長さん lはいっリ係
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I 市民の皆様や市議会等からも強い要望が

あっています。平成12年度に市営野球場

を整備するのに伴いナイター施設の設置も

予定しています。

大
村
市
長

8
1
菜市
W

薗
乏
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「
ふ
る
さ
と
み
な
様
劇
場
」

|

地
元
出
演
者
で
大
い
に
わ
く

|

収
録

N
H
K
の
人
気
番
組
「
ふ
る
さ
と
み
な
様
劇
場
」
の
収
録
が
シ
ー

ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
で
行
わ
れ
、

3
月

3
日
に
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
番
組
は
、
大
村
市
を
全
国
に
発
信
す
る
た
め
に
地
元
開
催
に
向
け
、

市
が
誘
致
を
進
め
て
き
た
も
の
で
、

N
H
K長
崎
放
送
局
を
は
じ
め
、

多
く
の
関
係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。

収
録
の
会
場
「
シ

l
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
」

は、

1
、

8
0
0
人
の
市
民
で
満
杯
。

地
元
か
ら
の
出
演
者
や
レ
ギ
ュ
ラ
ー

出
演
者
の
熱
演
で
客
席
は
笑
い
っ

ぱ
な
し
で
し
た
。

地域防災に一役
新しい消妨ポンプ自動車を配備

市消坊団第5分団・第13分団に消防ポン

プ自動車が配備されました。これは、ポン

プ車の老朽化によるもので、随時更新整備

をしているものです。甲斐田市長は引き渡

し式で、 「地域の防災のため、役立ててほ

しpJと団員を激励していました。

3月17日から県営パス寺島線運行開始
地元町内会の要望を受け、市長はじめ、地元、県議など関係者

が強く実現方を働きかけて来た県営パス寺島線が、 3月17日から

運行を開始しました。

ζ二〉新設停留所

-大村ターミナル発 (平日 2便)
12 : 41発・ 14:48発

-市役所前発(平日 2便)
10 : 40発 .13: 15発

JR大村線

気軽に利用できる
トイレが設置されました

寺島

南川内パス路線の終点がシャクナゲの里湖畔公園まで延長されました。

今後とも市民の皆さんの積極的なご利用をお願い します。

置問い合わせ 県営パス大村営業所(宮52-6134)

ーーー 運行経路

大村本町アーケード内にだれでも気軽

に利用できるトイレ(車いす対応型)が

完成しました。これは、福祉のまちづく

り推進事業の一環 (民間施設トイレ開放

促進モデル事業)として実施し、 I(株)
やすなが」さんの屈舗内に設置したもの

です。ベビーシートやチャイルド シート

も備えています。障害者や高齢者の方、

赤ちゃん連れのお母さん、お気軽にご利

用ください。
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農業協同組合が合併します
4月1日に、 「大村市農業協同組合」と 「松原農業協同組合」が諌早、

東彼の農業協同組合とともに合併します。

新しい名称は「長崎県央農業協同組合」です。

農業協同組合の合併に伴い、公金取扱いが 4月3日から「長崎県央

農業協同組合jになります。

詳しいことは、長崎県央農業協同組合大村中央支屈([日大村市農業

協同組合本所(告白-6161)へお尋ねください。



巨雇扇面面市役所の組織機構が一部変わります

• I保険年金課jの「保険係Jの名称が
「国保医療係jに変わり、 「国保税係」を

新設します。

主な仕事
・国民健康保険に関すること。

-国民健康保険の診療報酬および保険給付に関すること 0

.老人保健法による医療に関すること。

-国民年金の給付業務ならびに保険料の賦課および

収入整理に関すること。

・ 「観光課jの名称が「観光物産課」に変わり ます。

主な仕事
・観光施設の整備に関すること。

-観光および物産品の振興に関すること。

-観光協会、物産振興協会その他団体に関すること 0

.ふるさとまつりに関すること。

-姉妹都市に関すること。

・ 「本町保育所jを廃止します。

{主な組織機構の見直しの内容}
・ 「管財課」の名称が「契約管財課jに変わります。

主な仕事
・契約事務の統括に関すること。

-請負契約に係る検査に関すること 0

.指名業者の認定に関すること。

・ 「高齢福祉課jに「高齢福祉係」
「介護保険料係jを新設します。

r.， 

「介護給付係J

主な仕事
・高齢者の生きがい対策および要介護化の予防に関すること 0

.高齢者の生活支援に関すること。

-老人クラブ活動等に関すること。

-介護認定、介護サービスおよび保険給付に関すること 0

.介護に係る相談に関すること。

-介護保険料の賦課および収入整理に関すること。

E月1日から庁内配置が変わります l 
配置が変わる課 (左図参照)
.健康増進課

・安全対策課
.秘書広報課

・企画調整課
.女性課

広報公聴係

議場

第 1会議室wc悶

農林水産課

観光物産課

農村整備課
健康増進課

wc困層
児童家庭課

財政課
商工諜

総務課 (内線213)-・面国車語自EiII・

契約管財課

人事課

第2応接室

中庭

男ョ

企業立地課

企画調整課

広報公聴係

総務課

女性課

福祉課

高齢福祉課

市民相訟室

保険年金諜

中庭

期工

自
国

税務課

市民課

大
村
市
で
は
、
平
成
元
年
に
策
定
し
ま
し
た

「国

土
利
用
計
画
大
村
市
計
画
」
を
社
会
情
勢
の
変
化
に

伴
い
、
昨
年
ロ
月
に
改
定
し
ま
し
た
。

国
土
は
、
現
在
及
び
将
来
に
お
け
る
国
民
の
た
め

の
限
ら
れ
た
資
源
で
あ
り
、
国
民
の
生
活
及
び
生
産

を
通
じ
る
諸
活
動
の
共
通
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

有
効
か
つ
適
正
に
利
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
近
年
の
土
地
を
巡
る
状
況
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊

後
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
土
地
政
策
の

目
標
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
価
抑
制
か
ら
、
「
所
有
か

ら
利
用
へ
」
の
理
念
の
も
と
、
土
地
の
有
効
利
用
に

よ
る
適
正
な
土
地
利
用
の
推
進
に
転
換
し
、
総
合
的

な
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
全
国
の
土
地
に
つ
い
て

国
が
、
市
内
の
土
地
に
つ
い
て
は
市
が
、
土
地
利
用

に
関
す
る
計
画
を
策
定
し
、
行
政
上
の
諸
計
画
の
基

本
と
な
る
と
と
も
に
民
間
の
諸
活
動
に
対
し
て
の
指

針
と
し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

本
計
画
は
、
平
成
八
年
に
策
定
し
た
「
大
村
市
総

合
計
画
」
に
基
づ
く
、
市
の
将
来
の
基
本
構
想
に
即

し
た
計
画
で
、
市
の
地
域
社
会
の
特
性
に
応
じ
た
振

興
発
展
の
将
来
図
及
び
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
必
要

な
大
綱
と
し
て
、
土
地
利
用
、
民
生
の
安
定
向
上
、

産
業
振
興
の
た
め
の
基
本
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
す
。

な
お
、
国
土
利
用
計
画
の
図
書
を
市
役
所
に
備
え

て
い
ま
す
の
で
、
閲
覧
さ
れ
る
方
は
土
地
水
政
策
係

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

置
申
込
窓
口

企
画
調
整
課
土
地
水
政
策
係
(
内
線
2
2
4
)
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市
民
課
・
出
張
所
で

発
行
す
る
証
明

市
民
課
で
は
、
下
記
の
証
明

等
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
市
内
各
出
張
所
で
も
次

の

2
種
類
を
除
き
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

戸
籍
の
除
籍
(
改
正
原
戸
籍

を
含
む
。
)
、
身
分
証
明
書

(
身
元
証
明
書
)
の

2
種
類

は
、
出
張
所
で
は
取
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

便
利
な
住
民
票
・
戸
籍
等
の

請
求
方
法

忙
し
く
て
、
市
役
所
が
聞
い
て

い

る
時
間
中
に
来
れ
な
い
こ
と
は
よ
く

あ
る
こ
と
で
す
。

こ
う
い
う
場
合
は
、
次
の
方
法
で

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

休
日
・
夜
間
ボ
ッ
ク
ス
の
利
用

受
付
ボ
ッ
ク
ス
を
市
役
所
本
館
玄

関
横
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

申
込
方
法

備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
と
、

手
数
料
を
専
用
封
筒
に
入
れ
て
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。
切
手
以
外
の
必
要
な
も

の
は
ボ
ッ
ク
ス
内
に
常
備
し
て
い
ま
す
。

申
請
で
き
る
人

住
民
票
の
写
し
は
、
申
請
す
る
住

民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
、
戸
籍

(
全
部
お
よ
び
個
人
事
項
証
明
)
に

-同じ世帯以外の人が請求するときは、詳し
い請求理由と委任状

-代理人または第三者の請求は印鑑

.印鑑

・戸籍に記載されている人、その配偶者か
直系親族 (父母 ・祖父母 ・子・孫など)そ
れ以外の人が請求する場合は、詳しい請求
理由と委任状

-印鑑

・①除かれた戸籍に記載されている本人、
配偶者か直系親族②正当な利害関保を有す
る人喧裁判所などの官公署に提出する人
④相続関係を証明するのに必要な人などが
請求できます 0

・印鑑
・同じ世帯以外の人が請求するときは、詳し
い請求理由と委任状

住民票記載事項証明書|・記載事項証明書用紙をお持ちください。
(1通300円) 卜 閉じ世帯以外の人が請求するときは委任状

-印鑑登録証 (カー ド)

-代理人が申請するときは、登録者の住所、
氏名を確認します。

身分証明書 |・印鑑
( 1通300円・代理人が申請するときは、本人の委任状

※出張所ではとれません。|・本籍地の市町村でしか請求できません。

公的年金受給権者
現況証明 (無料)

申譜に必要なものと注意事項証明書の種類と手数料

住民票の写し
( 1通300円)

戸籍 (全部事項証明
個人事項証明)

( 1通450円)

除籍謄本 ・抄本の写し
(改正原戸籍を含む)
(1通750円)

※出張所ではとれません。

戸籍附票の写し
( 1通300円)

印鑑登録証明書
(1通300円)

つ
い
て
は
、
大
村
市
に
本
籍
が
あ
り
、

申
請
す
る
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て

い
る

人
に
限
り
ま
す
。

電
話
予
約

平
日
の
電
話
予
約
で
、
土
・
日
曜

日
・
祝
祭
日
に
「
住
民
票
の
写
し

・

印
鑑
証
明
書
」
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

戸
籍
に
関
す
る
証
明
は
で
き
ま
せ

ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

郵
便
請
求

手
数
料
「
郵
便
定
額
小
為
替
」
と

申
請
書
・
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て

請
求
で
き
ま
す
。
請
求
で
き
る
も
の

は
、
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
の
全
部

お
よ
び
個
人
事
項
証
明
等
で
す。

印
鑑
登
録

市
役
所
だ
け
で
し

-年金受給者現況屈をお持ちください。

印
鑑
登
録
は
、

か
で
き
ま
せ
ん
。

本
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
登
録

す
る
印
鑑
・
登
録
す
る
本
人
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
も
の
(
運
転
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
官
公
庁
が
発

行
し
た
写
真
付
の
も
の
)
が
必
要
で

す
。
健
康
保
険
証
で
は
受
け
付
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

写
真
付
の
証
明
書
を
持
っ
て
い
な

い
場
合
、
ま
た
は
代
理
人
に
よ
る
登

録
に
つ
い
て
は
、
委
任
状
を
持
っ
て

き
て
も
即
日
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
印
鑑
証
明
が
、
財
産
の
売

買
等
に
使
用
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

登
録
を
す
る
場
合
は
、
本
人
の
意

思
確
認
が
大
変
重
要
な
の
で
、
即
日

発
行
で
き
な
い
の
で
す
。

「
ま
ち
が

い
な
く
登
録
の
意
思
が
あ
り
ま
す

か
?
」
と
い
う
趣
旨
の
照
会
文
書
を

郵
送
し
、
本
人
の
署
名
が
あ
っ
て
は

じ
め
て
登
録
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

出
張
所
で
の
業
務

各
種
証
明
書
の
交
付

住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、

全
部
事
項
証
明
書
、
個
人
事
項
証
明

書
、
附
票
、
年
金
受
給
者
現
況
届
証

明
、
住
民
票
記
載
事
項
証
明
等
、
各

種
税
証
明
(
納
税
、
課
税
、
所
得
、

資
産
証
明
等
)

住
民
異
動
届

転
入
届
、
転
出
届
、
転
居
届
等

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
関
係

資
格
取
得
・
喪
失
に
関
す
る
届

国
民
年
金
被
保
険
者
関
係

資
格
取
得
・
喪
失
に
関
す
る
届

市
税
、
国
保
税
、
下
水
道
使
用
料
、

住
宅
使
用
料
、
年
金
保
険
料
等
の
収
納

問
い
合
わ
せ

(市
民
課
内
線
1
0
0d 
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一 羽 目，凸一月rt:I I~~' 

大村市は、新行政改革実施計画(計画期間 平成 9年度かう平成13年度)に基づき、その実現に向けて

取り組んでいるところですが、平成12年3月31日現在での実施状況をお知5せします。

I事務事業の見直し 実施状況 (o実施済み O実施中ム検討中)

項 目 実 施 内 台'*唱 実施状況

(1)国土利用計画法による土地の適正価格審査及び都市計画法、長崎県土地利用対策要綱、 O 
環境保全条例による開発行為並びに租税特別措置法による優良宅地の認定事務の一元化

(2)水道料金と下水道使用料の賦課、徴収事務の一元化 。
1. 事務事業の整理合理化 (3)水道事業への上部大村地区・南部大村地区簡易水道の吸収友び‘水資源対策室の業務の統合 O 

(4 )全庁的に文書管理を見直し、効率的かつ体系的な文書管理及び検索システムを構築す 。
るためのファイリング・システム導入

(5)事務処理の円滑・迅速化を図るための決裁区分 (専決事項)の見直し (拡大) 。
2.住民の行政需要や行政 (1 )(:主民参画による各種懇話会を設置し、情報や意見等の収集及び各種政策への反映並び

課題の把握と施策の適 に市民ニーズ調査による施策への反映 O 
正な選択

3.行政の公正さ 、透明性
(1)情報公開条例の制定による聞かれた市政の推進 O 

の確保

(1)斎場、野岳湖公園の業務委託 O 

4.民間委託等の推進 (2)学校給食調理業務委託への移行 ム

(3)廃棄物処理業務委託への移行 O 
5.広域行政圏の活用 (1)広域的な地域振興等を図るため、共通課題に対する連携強化 O 

(1)市税、使用料等の徴収率向上
-納付指導の強化及び口座振替制度の普及拡大による市税等の徴収率向上

O -下水道使用料の水道料金との徴収一元化による徴収率向上

6.健全な財政運営の
-大口滞納者への法的措置の強化による市営住宅使用料の徴収率向上

確立 (2)普通財産未利用地の処分 O 

(3)経済情勢等を考慮した使用料、手数料の見直し 。
(4 )スクラ ップアンドビルドの徹底による補助金の見直 し O 
-総額の10%程度を見直 し、 新たな施策ヘ充当

(1)市立病院の経営改善
-診療体制の見直し (診療科の医師の充実) ・患者サービスの充実 (外来予約診療制度
の拡大、医師当直体制の拡大) ・収入確保 (給食特別加算等の導入、特定集中治療室 。。
の新設) ・経費節減 (物品管理友び有効購入計画の導入) ・人件費の縮減 (特殊勤務
手当の見直 し) ・業務委託の推進 (中央監視室の業務委託、院内清掃の業務委託)

7.企業会計の経営改善
(2)水道事業の経営改善
-水道横針業務の委託による経費削減 ・特殊勤務手当の見直しによる人件費の削減 。。
-水道料金の口座振替制度の普友拡大・滞納者への取り組み強化・業務体制の見直 し

(3)競艇事業の経営改善
-専用場外発売場の推進・電話投票の拡大・開催臨時職員定数の見直 し・場開場外発売
の拡大 (ナイターレース等) ・外向前売発売所の移設等を行いファンサービスの向上 O 

-本場、他場の併用発売の実施による経費節減・業務体制の見直し・投票業務用機器の
見直し

E組織・機構の見直し

1. 組織・機構の見直し

(1)関連業務の連携、機能発揮を図るための部署の配置替え及び整理統合

(2)各部に総括的な政策立案・形成機能部門の設置

(3)係単位の事務分担を見直 し、 課単位の横断的な事務運営の推進

(4)公立保育所友び公立幼稚園の統廃合

。一O
一O
一郎

E定員管理及び給与の適正化の推進

1. 定員管理の適正化

2.給与の適正化

(1)業務内容、業務量の分析による職員配置の適正化
・職員数を 5%程度見直し、新たに行政需要に対応するため再配置を行い、2%程度の
減員を図る

(1)特殊勤務手当の見直し

O 

O 

N職員の能力開発等の推進

1.職員の能力開発等の

推進

(1)あらゆる政策課題に即応できる創造豊かな職員を養成するための研修の充実

(2)提案制度友び自主研修制度の導入

(3)職員の能力向上と意識改革を図るため、他自治体等との幅広い交流の推進
。一O
一O10-



4ノ

ム検討中)

項 目 実 施 内 f目今T唱 実施状況

(1)各種関連情報の共有化や文書による伝達をパソコンで行い、情報通信の高速化・シス O 
テム化を図るための LANの構築

1. OA機器の導入、 (2)インターネットの活用による各種情報の収集及びホームページ開設による本市情報の 。
庁内 LANの整備推進 発信

(3)図書館利用者の利便性を考慮し、図書の検索、情報提供の迅速・効率化を図るため、 。
全図書のコンヒ。ユーターによる管理システムの導入

(1)各種窓口事務の一元化 。
2. 申請事務手続き等の

(2)戸籍及び附票の電算化による戸籍事務の迅速化を図るための戸籍情報システムの導入 。
迅速化 (3)母子保健、老人保健システムの導入による福祉総合システムの充実 。

(4)諸証明等交付事務のための出張所とのオンライン化 。
(5)各種申請、証明事務の押印省略等による簡素化 。

O実施中実施状況((Q)実施済みV行政の情報化の推進等による行政サービスの向上

VI会館等公共施設の設置および管理運営

O (1)スポーツ・文化等施設の管理運営を大村市振興公社ヘ委託
1 .会館等公共施設の

管理運営

( 
O (2)市営住宅に関する業務の委託

置 語3福司.

4月1日かう

市営住宅ゃ簡易水道
に関する窓口が移転します。

.市立図書館

市営住宅の入居申込、各種申請書の提出や修

繕依頼等、また簡易水道の検針や料金徴収を

行うのは「大村都市開発株式会社Jですが、

4月1日から右図のとおり事務所が移転します。 ( 

.苗l町茸自EB建築課(内線441・442)
簡易水道課(内線260・261) 

4月1日以降の問い合わせは下記へ。

大村都市開発株式会社
東三城町 6番地 1大村パスターミナルビル 3階

854-4151 (受付 :9 : 00 -17 : 00土・日・祝祭日除く)

至諌早→国道34号←至佐世保

仁、

住
宅
情

-
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

申
込
期
限

抽

選

日

4
月
叩
日
何

4
月
初
日
同

午
前
叩
時

1

5
月
1
日
伺

入

居

日

抽
選
場
所

市
民
会
館

2
階
小
会
議
室

住宅名 戸数 間取り 構造 階

東諏訪 3 K 簡2

旭(改良) 2 K 中耐5 5 

池 田 2 K 中耐4 4 

常 盤 3DK 中耐3 3 

原口住宅 3 K 簡2

ネ富 重 3 K 簡2

松並第1 3DK 中耐4 2 

※
家
賃
は
入
居
住
宅
お
よ
び
入
居
者
の
収
入

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

※
東
諏
訪
は
母
子
向
け
で
す
。

※
旭
(
改
良
)
、
池
田
は
単
身
入
居
可
能
住

宅
で
す
。

(
単
身
は
閃
歳
以
上
等
の
制
限
が
あ
り
ま
す
)

※
旭
(
改
良
)
は
申
込
時
の
収
入
基
準
が
異

な
り
ま
す
。

-
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
築
課
(
内
線
4
4
1
)

※
4
月
1
日
以
降
は
、
大
村
都
市
開
発
掛
に

な
り
ま
す
。

※
公
営
住
宅
で
は
、
犬
・
猫
等
ベ
ッ
ト
類
の

飼
育
・
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
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地方自治法第199条第4項の規定に基づき、平成11年度

の定期監査を実施したのでその結果を同条第9項の規定

により公表します。

平成12年 4月1日

表公査監。

大串近男

五反田良二

大村市監査委員

大村市監査委員
平成12年4月1日

了
し
、
側
壁
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
鉄
筋
及
び

型
枠
工
事
が
進
行
中
で
あ
っ
た
。

現
状
を
目
視
す
る
限
り
、
設
計
図
書
及

び
計
画
工
程
に
従
っ
た
丁
寧
な
施
工
が
行

わ
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
、
特
に
指

摘
す
べ
き
不
備
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

建
設
部
建
築
課

。
工
事
概
要

池
田
第

一
団
地
1
号
棟

事工
事
場
所

請
負
金
額

請
負
業
者

工
事
期
間

(
中
耐
)
建
築
工

池
田
新
町

1
1
2
、
6
9
0
、
0
0
0円

合
名
会
社
小
森
組

平
成
H
年
9
月
日
日
i

平
成
ロ
年
7
月
担
日

入
札
方
法
指
名
競
争
入
札
(
ロ
社
)

書
類
調
査
に
お
け
る
所
見

提
示
さ
れ
た
書
類
を
検
分
し
、
疑
点
は

説
明
者
に
質
し
、
当
工
事
の
計
画
・
調

査
・
設
計
・
仕
様
・
積
算
・
契
約
・
施
工

計
画
・
品
質
管
理
・
監
督
等
の
各
段
階
に

お
け
る
技
術
的
事
項
の
実
施
態
様
に
つ
い

て
を
吟
味
し
た
。
そ
の
結
果
は
概
し
て
良

好
で
あ
り
、
相
対
的
に
高
位
の
水
準
で
実

施
さ
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
た
。

な
お
、
留
意
が
望
ま
れ
る
事
項
に
つ
い

て
は
以
下
の
各
項
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

①
施
工
計
画
書
は
、
設
計
図
書
に
整
合
す

る
内
容
と
な
っ
て
い
た
が
、
工
程
表
は
パ

l
チ
ャ
ー
ト
方
式
で
は
な
く
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
方
式
を
採
用
す
る
と
と
も
に
、
計
画

出
来
高
を
一
車
す
曲
線

(
S
カ
l
ブ
)
の
上

下
に
工
程
管
理
の
許
容
限
界
を
示
す
曲
線

(
バ
ナ
ナ
曲
線
)
を
併
記
し
て
効
果
的
な
工

程
管
理
が
行
え
る
よ
う
指
導
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

②
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
使
用
承
認
に
当
た

っ
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ア
ル
カ
リ
骨
材

反
応
に
対
す
る
品
質
保
証
を
J
A
S
A

5
3
0
8
の
付
属
書
6
に
よ
る
使
用
セ
メ

ン
ト
中
の
ア
ル
カ
リ
総
量
算
定
の
み
に
依

存
し
て
い
る
の
は
不
十
分
で
あ
る
。
こ
れ

監
査
と
は

市
民
の
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
市
の

財
務
な
ど
に
関
す
る
事
務
が
正
し
く
行

わ
れ
て
い
る
か
検
査
や
審
査
を
す
る
制

度
で
す
。
市
の
予
算
な
ど
の
財
務
事
務

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
市
議
会
で
十
分

審
議
し
て
決
定
し
、
そ
れ
を
市
長
や
教

育
委
員
会
な
ど
が
執
行
し
ま
す
。
そ
の

際
、
事
業
に
使
わ
れ
る
市
民
皆
さ
ん
の

税
金
な
ど
の
公
金
が
、
法
律
や
規
則
に

違
反
し
な
い
よ
う
に
正
し
く
使
わ
れ
て

い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
の
が
監
査
委
員

で
す
。

監
査
の
対
象

工
事
監
査
農
林
水
産
部
農
村
整
備
課
、

環
境
部
下
水
道
建
設
課
、
建
事
蔀
建
築
課

財
務
事
務
監
査
教
育
委
員
会
(
庶
務

課
・
学
校
教
育
課
、
社
会
教
育
課
、
文

化
課
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
)
、
商
工
部

(
商
工
課
、
観
光
課
、
企
業
立
地
課
)
、

会
計
課
、
議
会
事
務
局
、
農
業
委
員
会

事
務
局
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

監
査
の
期
間

工
事
監
査

平
成
ロ
年
1
月
日
日
及
び

H
日

財
務
事
務
監
査

平
成
立
年
1
月
5
日
1
2月
9
日

監
査
の
方
法

農
林
水
産
部
農
村
整
備
課
、
環
境
部

下
水
道
建
設
課
及
び
建
設
部
建
築
課
に

お
い
て
は
、
平
成
日
年
度
の
工
事
業
務

に
つ
い
て
抽
出
し
た
工
事
の
技
術
調
査

。

ら
に
関
す
る
品
質
管
理
は
、
J
A
S
A

5
3
0
8
の
付
属
書
7
に
よ
る
化
学
法
及

び
同
付
属
書
8
に
よ
る
モ
ル
タ
ル
パ
l
法

に
よ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応

の
チ
ェ
ッ
ク
は
、
前
記
2
工
事
同
様
、
公

的
機
関
に
よ
る
品
質
保
証
の
パ
ッ
ク
デ
ー

タ
を
提
示
さ
せ
て
、
安
全
を
確
認
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

③
工
事
請
負
契
約
書
第
印
条
に
よ
り
、
工

事
請
負
業
者
が
加
入
す
べ
き
火
災
保
険
の

保
険
証
書
は
、
当
市
に
提
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
未
提

示
に
な
っ
て
い
る
。
現
場
施
工
状
況
調
査

の
時
点
で
火
災
保
険
加
入
の
実
態
が
確
認

で
き
た
の
で
、
遅
滞
な
く
提
示
さ
せ
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

現
場
施
工
状
況
調
査
に
お
け
る
所
見

本
調
査
時
点
で
は
、
1
階
部
分
の
躯
体

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
が
終
了
し
養
生
中

で
あ
り
、

2
階
躯
体
の
鉄
筋
及
び
型
枠
工

事
が
進
行
中
で
あ
っ
た
。
計
画
工
程
よ
り

若
干
の
遅
れ
が
見
ら
れ
た
が
、
支
障
は
な

い
模
様
で
あ
る
。
現
状
を
目
視
す
る
限
り
、

設
計
図
書
及
び
計
画
工
程
に
従
っ
た
丁
寧

な
施
工
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
さ

れ
た
。

な
お
、
留
意
が
望
ま
れ
る
事
項
に
つ
い

て
は
以
下
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

①
建
設
業
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
施
工
現

場
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

「施
工
体
系
図
」
の
掲
示
が
不
実

施
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
適
切
な
指
導
が

望
ま
れ
る
。

教
育
委
員
会

庶
務
課
・
学
校
教
育
課

。
契
約
事
務
に
つ
い
て

①
し
尿
浄
化
槽
の
保
守
点
検
及
び
清
掃
業

を
、
「
協
同
組
合
総
合
技
術
士
連
合
」
に

委
託
し
て
監
査
を
実
施
し
、
教
育
委
員

会
、
商
工
部
、
会
計
課
、
議
会
事
務
局
、

農
業
委
員
会
事
務
局
及
び
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
に
お
い
て
は
、
平
成
日
年

度
(
平
成
日
年
日
月
末
現
在
)
に
お
け

る
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
状
況
に

つ
い
て
、
予
め
提
出
を
求
め
た
資
料
及

び
関
係
諸
帳
簿
等
を
審
査
し
、
必
要
に

応
じ
て
関
係
職
員
よ
り
事
情
を
聴
取
し

て
監
査
を
実
施
し
た
。

監
査
の
結
果

工
事
監
査

書
類
及
び
現
場
施
工
状
況
調
査
を
行

っ
た
結
果
、
三
工
事
と
も
特
に
問
題
と

な
る
よ
う
な
大
き
な
不
備
は
見
当
た
ら

ず
、
概
ね
良
好
に
施
工
さ
れ
て
い
る
と

認
め
ら
れ
た
。

な
お
、
所
見
で
記
載
し
た
事
項
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
工
事
施
工
上
の
参
考

と
さ
れ
、
住
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

施
設
が
、
工
期
内
に
無
事
完
成
さ
れ
る

こ
と
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

財
務
事
務
監
査

全
般
的
に
、
概
ね
適
正
に
処
理
さ
れ

て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
が
、
一
部
に
お

い
て
不
適
正
な
処
理
や
改
善
を
要
す
る

点
が
見
受
け
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
状
況

を
記
載
す
る
。

な
お
、
事
務
処
理
の
細
部
に
つ
い
て

個
々
不
適
正
で
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、

講
評
の
際
、
口
頭
で
指
示
し
て
お
い
た
の

で
、
今
後
の
事
務
処
理
上
留
意
さ
れ
た
い
。

務
委
託
契
約
に
つ
い
て
、
実
施
回
数
が
法

定
回
数
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
、
下
回
っ

て
い
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
が
、
法
定

回
数
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
で
必
要
性
に

根
拠
の
な
い
も
の
や
下
回
っ
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
法
令
に
準
拠
し
た
措
置
を

行
わ
れ
た
い
。

⑦
Y
A

口
併
処
理
浄
化
槽
保
守
点
検
業
務
委
託
契

約
書
で
、
「
原
則
と
し
て
毎
週
2
回
の
保
守

点
検
」
を
義
務
づ
け
て
い
る
が
、
業
者
見
積

は

「月
4
回
」
で
積
算
さ
れ
、
実
際
の
点
検

も
月
4
固
と
な
っ
て
い
る
。
契
約
書
の
締
結

に
当
た
っ
て
は
か
か
る
こ
と
の
な
い
よ
う
適

正
な
契
約
事
務
を
な
さ
れ
た
い
。

。
支
出
事
務
に
つ
い
て

支
出
科
目
の
誤
り
が
見
受
け
ら
れ
た
の

で
、
適
正
な
事
務
処
理
を
な
さ
れ
た
い
。

。
財
産
管
理
事
務
に
つ
い
て

建
物
総
合
損
害
共
済
委
託
申
込
に
つ
い

て
、
新
規
委
託
申
込
を
継
続
委
託
の
切
替

時
に
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
解
約
に
つ
い

て
も
同
様
の
措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

新
規
申
込
に
つ
い
て
は
、
不
慮
の
事
故
等

に
備
え
建
築
後
速
や
か
に
申
込
む
べ
き
で

あ
り
、
解
約
に
つ
い
て
も
中
途
の
場
合
は

分
担
金
の
返
還
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

適
正
な
事
務
処
理
を
な
さ
れ
た
い
。

。
そ
の
他
の
事
務
に
つ
い
て

大
村
市
奨
学
基
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て

い
る
奨
学
金
に
つ
い
て
、
そ
の
償
還
台
帳

の
整
備
が
十
分
で
な
い
も
の
が
見
受
け
ら

れ
た
。
適
正
な
事
務
処
理
を
な
さ
れ
た
い
。

社
会
教
育
課

。
支
出
事
務
に
つ
い
て

補
助
金
の
支
出
に
つ
い
て
、
補
助
金
交

付
申
請
書
の
提
出
の
遅
れ
て
い
る
も
の
、

事
業
完
了
後
の
実
績
報
告
書
及
び
状
況
報

告
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
も
の
等
が
見
受

け
ら
れ
た
の
で
、
事
業
者
へ
の
適
正
な
指

導
を
な
さ
れ
た
い
。

。
財
産
管
理
事
務
に
つ
い
て

平
成
9
年
実
施
の
地
籍
調
査
に
お
い
て
、

農
林
水
産
部
農
村
整
備
課

。
工
事
概
要

福
重
地
区
幹
線
3
号
汚
水
管
布
設
工
事

(
そ
の
2
)

工
事
場
所

請
負
金
額

請
負
業
者

工
事
期
間

福
重
地
区

6
6
、
1
5
0
0
0
0
円

当
麻
産
業
株
式
会
社

平
成
日
年
9
月
日
比
日
j

平
成
ロ
年
3
月
日
日

入
札
方
法
指
名
競
争
入
札
(
日
社
)

書
類
調
査
に
お
け
る
所
見

提
示
さ
れ
た
書
類
を
検
分
し
、
疑
点
は

説
明
者
に
質
し
、
当
工
事
の
計
画
・
調

査
・
設
計
・
仕
様
・
積
算
・
契
約
・
施
工

計
画
・
品
質
管
理
・
監
督
等
の
各
段
階
に

お
け
る
技
術
的
事
項
の
実
施
態
様
に
つ
い

て
吟
味
し
た
。
そ
の
結
果
は
概
し
て
良
好

で
あ
り
、
相
対
的
に
高
位
の
水
準
で
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
た
。

な
お
、
留
意
が
望
ま
れ
る
事
項
に
つ
い

て
は
以
下
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

①
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
で
あ
る
マ
ン

ホ
ー
ル
側
塊
に
つ
い
て
は
、
使
用
さ
れ
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
及

び
塩
分
含
有
量
に
対
す
る
品
質
を
保
証
す

る
パ

ッ
ク
デ
l
タ
の
提
示
が
欠
落
し
て
い

た
。
特
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
に

対
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
品
質
に
起
因
す
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
ひ
び
割
れ
や
崩

落
事
故
が
頻
発
し
、
社
会
問
題
化
し
て
い

る
最
近
の
現
状
や
、
建
設
省
そ
の
他
に
よ

る
数
次
に
わ
た
る
指
導
等
に
鑑
み
、
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
れ
ら

に
関
す
る
品
質
を
保
証
す
る
パ
ッ
ク
デ
ー

タ
(
公
的
試
験
機
関
に
よ
る
も
の
が
望
ま

し
い
。)
を
提
示
さ
せ
て
安
全
を
確
認
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

u 
西
大
村
コ
ミ
セ
ン
の
地
積
が
登
記
面
積
よ

り
少
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
管
財
課

へ
の
地
積
の
増
減
報
告
が
監
査
日
現
在
な

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
適
正
な
事
務
処
理

を
な
さ
れ
た
い
。

文
化
課

。
収
入
事
務
に
つ
い
て

行
政
財
産
使
用
料
に
つ
い
て
、
収
納
手

続
き
の
遅
れ
て
い
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ

た
が
、
当
該
使
用
料
は
、
使
用
許
可
の
際

納
入
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
適
正

な
事
務
処
理
を
な
さ
れ
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

。
収
入
事
務
に
つ
い
て

①
収
納
し
た
現
金
に
つ
い
て
、
指
定
金
融

機
関
等
へ
の
払
込
み
が
遅
延
し
て
い
る
も

の
が
見
受
け
ら
れ
た
の
で
、
適
正
な
事
務

処
理
を
な
さ
れ
た
い
。

②
補
助
グ
ラ
ン
ド
の
夜
間
照
明
使
用
料
に

つ
い
て
は
、
使
用
許
可
の
際
納
入
さ
せ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
監
査
日
現
在
未

収
金
が
見
受
け
ら
れ
た
の
で
、
未
収
金
が

生
じ
な
い
よ
う
適
切
な
措
置
を
講
じ
ら
れ

た
L
。

。
財
産
管
理
事
務
に
つ
い
て

行
政
財
産
使
用
料
に
つ
い
て
、
使
用
料

の
算
定
誤
り
が
見
受
け
ら
れ
た
の
で
、
適

正
な
事
務
処
理
を
な
さ
れ
た
い
。

商
工
部
商
工
課

。
支
出
事
務
に
つ
い
て

補
助
金
交
付
事
務
に
つ
い
て
、
申
請
書

の
提
出
時
期
が
遅
れ
て
い
る
も
の
、
概
算

払
請
求
書
で
定
め
ら
れ
た
様
式
に
よ
ら
な

い
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
の
で
、
適
正
な

事
務
処
理
を
な
さ
れ
た
い
。

。
財
産
管
理
事
務
に
つ
い
て

労
働
会
館
の
管
理
に
つ
い
て
、
使
用
許

可
申
請
書
の
提
出
時
期
が
遅
れ
て
い
る
も

現
場
施
工
状
況
調
査
に
お
け
る
所
見

管
布
設
済
み
の
工
区
は
、
既
に
覆
土
さ

れ
て
い
る
た
め
施
工
状
態
を
目
視
し
得
な

い
が
、

一
部
の
開
削
現
場
、
マ
ン
ホ
ー
ル

設
置
箇
所
、
復
旧
舗
装
状
況
等
を
視
察
す

る
と
と
も
に
書
類
調
査
の
結
果
か
ら
総
合

的
に
推
察
し
て
、
設
計
図
書
及
び
計
画
工

程
に
従
っ
た
丁
寧
な
施
工
が
行
わ
れ
て
い

る
も
の
と
判
断
さ
れ
、
特
に
指
摘
す
べ
き

不
備
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
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環
境
部
下
水
道
建
設
課

。
工
事
概
要

郡
雨
水
幹
線
及
び
汚
水
幹
線
布
設
工
事

工
事
場
所
沖
田
町

請
負
金
額

6
3
、
0
0
0
、
0
0
0
円

請
負
業
者
株
式
会
社
双
葉
建
設

工
事
期
間
平
成
H
年
目
月
1
日

平
成
ロ
年
3
月
3
日

入
札
方
法
指
名
競
争
入
札
(
叩
社
)

書
類
調
査
に
お
け
る
所
見

提
示
さ
れ
た
書
類
を
検
分
し
、
疑
点
は

説
明
者
に
質
し
、
当
工
事
の
計
画

・
調

査
・
設
計
・
仕
様
・
積
算
・
契
約
・
施
工

計
画
・
品
質
管
理
・
監
督
等
の
各
段
階
に

お
け
る
技
術
的
事
項
の
実
施
態
様
に
つ
い

て
を
吟
味
し
た
。
そ
の
結
果
は
概
し
て
良

好
で
あ
り
、
相
対
的
に
高
位
の
水
準
で
実

施
さ
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
た
。

な
お
、
留
意
が
望
ま
れ
る
事
項
に
つ
い

て
は
以
下
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

①
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト

二
次
製
品
と
し
て
の
マ
ン
ホ
ー
ル
側
塊
の

使
用
材
料
承
認
に
際
し
て
は
、
前
記
工
事

同
様
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ア
ル
カ
リ
骨
材

反
応
及
び
塩
分
含
有
量
に
対
す
る
品
質
保

証
の
確
認
が
欠
落
し
て
お
り
、
パ
ッ
ク
デ

ー
タ
1
を
提
示
さ
せ
て
安
全
を
確
認
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

現
場
施
工
状
況
調
査
に
お
け
る
所
見

本
調
査
時
点
で
は
、
汚
水
幹
線
の
管
布

設
が
ほ
ぼ
終
了
し
、
雨
水
幹
線
は
水
路
工

の
底
版
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
が
一
部
終

L 

の
、
使
用
料
等
の
収
納
が
遅
れ
て
い
る
も

の
、
使
用
料
の
算
定
誤
り
の
あ
る
も
の
が

見
受
け
ら
れ
た
の
で
、
規
則
に
準
じ
た
適

正
な
管
理
事
務
を
な
さ
れ
た
い
。

観
光
課

。
契
約
事
務
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
施
行
令
1
6
7
条
の
2
第
1

項
第
1
号
該
当
の
随
意
契
約
工
事
に
お
い

て
、
基
本
決
裁
は
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
契

約
締
結
伺
の
な
い
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
の

で
、
適
切
な
事
務
処
理
を
な
さ
れ
た
い
。

企
業
立
地
課

。
収
入
事
務
に
つ
い
て

行
政
財
産
使
用
料
に
つ
い
て
、
収
納
手

続
の
遅
れ
て
い
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た

が
、
当
該
使
用
料
は
、
使
用
許
可
の
際
納

入
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
適
正
な

事
務
処
理
を
な
さ
れ
た
い
。

。
支
出
事
務
に
つ
い
て

旅
費
に
つ
い
て
、
他
の
事
業
費
予
算
か

ら
執
行
し
て
い
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た

が
、
予
算
は
そ
の
目
的
に
従
っ
て
区
分
さ

れ
て
お
り
、
適
正
な
事
務
処
理
を
な
さ
れ

た
い
。

会
計
課

な

し

議
会
事
務
局

な

し

農
業
委
員
会
事
務
局

な

し

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
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な

し



九
ノ

3/8伸聞と楽しく

「なかちく公民館まつりjが中地区公民館で聞かれました。

このまつりは、公民館を利用しているグループが日ごろの
練習の成果を発表するもので、各グループは、自慢ののど

や踊りを披露。訪れた人々を楽しませました。

CAMERA SPOT 

2/m軽スポーツで
ーさわやかな汗

「おおむら軽スポーツ大会がJがシ-ハッ
トおおむらなどで行われました。参加者

は、ソフトバレーボールやインディア力、

グラウンド -ゴルフを楽しみさわやかな

汗を流しました。

宮中継E芝公民館まつり

2/.ボールをつなげ

「第16回大村市小学生ポートボール大会Jが行われ

ました。参加したミ子供たちは、 ドリブルやパスでボ
ールをつなぎ、シュ-卜をしていました。

riìIÞ ~ 

」込田

3/8プレーを楽しみましょう

「第2回市民ファミリー・ミ二サッ力一大会jが、森園

ファミリースポーツ広場などで行われました。大会は、

ファミリーの部、一般の部で行われ、ファミリーの部

では、親は、なれないボールにとまどいながら吾ども

たちと楽しくプレーをしていました。

2/.音楽って楽しいな

「第17回伸良し保育園音楽祭jが市民会館で聞かれましたo

f子どもたちが、楽器演奏や歌などを披露。会場いっぱいに響

きわたっていました。

3/8気合いで打ち込め

「第27固防火少年剣道大会jがシ-ハットおおむらで行われま

した。市内道場から約340人が参加、日ごろ、きびしい練習を

重ねた選手たちは大きな声を出しながら立ち向かっていました。

の制定日です。

.水と緑と花につつまれたきれいなまちをつくりましょう 0

.親切できまりを守る市民になりましょう 。

φ老人をうやまい伸びゆく子どもの夢をそだてましょう 0

.健康で仕事にはげみ楽しい家庭をきずきましょう。

.公害や、交通事故を起こさぬようにつとめましょう 。

「大村市民憲章j4月8日は
大村市民憲章
大村市は、ながい歴史とすぐれた伝統をうけ、美し

い自然と、あたたかい人情にはぐく まれ、今日 まで発

展してき ました。

わたくしたちは、 この大村市に住む誇り と、責任を

もち、明日の文化と産業の進展をめざしてより豊かな

市民生活をきずくために、ねがいをこめてこの憲章を

定めます。

停まってねあなたを信じる小さな手
お加入し… l

大村駐屯地

48周年記念行事開催

9容 は つが官 であもつげ ンん干でに本 市ガ ンを ナ供と ず木 賀
)塁 4 と、己今しるテたらニトこ潟広よーのタ今ピ代さ lすいそいト大県大
でそ?月面や、 牛よ人レこれユでにのがつの海リ年 ツ表 てでるうこぶン村鹿村
受 ;中 白つ見のうがビとて 1す な 上るて事とンでクす、す「方でんネ市島 市

け 5旬いぱゑ闘で表 Ez 言2。ぞ言葉客の査ぢ首三?宇 。ま2尾長会員票s
t;ZZ会宅管 写男UZ三 号い 喜 い 斐 主zzて三官 E2需理軍需品え
て |同よ加もは はこいで取 む s明 i約ぃ、迎 トの かリへなにをおこ
':¥ 3実 。す采 5 なとう、り イり海 m 6 、大え 「話 し l行 り よ 結便ん

手i芸高Zh月 いが人行上 べ泥のま息日村る 震警 主主ぞt吹事与 2
o 0員申 が で 14 ガ鹿 の題みセ交谷す;は

ぜ O会込 もす日 しあわせ街道をとおって タ島 コをよ 通 ・ ! 

リ市 l提 う が 黒 佐

かむま

春の全国交通安全運動

4月6日砂 15日

.子供と高齢者の交通事故防止

.チャイルドシートとシートベルトの着用徹底
・飲酒運転の根絶
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保険料 480円
年額 1口 (1人2口まで)

4月9日圃午前9時~午後3時

-申し込み・問い合わせ

安全対策課(肉親214)
または各出張所

場所:大村駐屯地
催し:音楽演奏・運動会・史料館開放

ジープ試乗・装備品展示

ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
名
物
競
技
の
紹
介
を
い
く
つ

か
し
ま
す
。

一人
間
む
つ
ご
ろ
う
}

地
元
の
漁
師
さ
ん
達
が
、
干
潟
の
上

で
漁
を
す
る
と
き
に
使
う
乗
り
物

「潟

ス
キ
l
」
を
使
っ
た
競
技
。
漁
師
さ
ん

が
動
か
し
て
い
る
の
を
見
る
と
ス
イ
ス

イ
と
動
い
て
簡
単
そ
う
で
す
が
、
実
際

に
や
る
と
な
か
な
か
う
ま
く
動
か
せ
な

い
も
の
で
す
。
コ
ツ
は
後
ろ
に
重
心
を

お
く
こ
と
で
す
。

{潟
輪
ピ
ッ
ク
リ
ゲ
l
ム
}

干
潟
の
上
に
細
か
い
板
を

置
い
て
、
そ
の
上
を
自
転
車

で
走
る
競
技
。
板
を
踏
み
外

す
と
干
潟
の
中
へ
ま

っ
さ
か

さ
ま
!

5閏148
ガタりUピ切ク
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平成14年度か5

新しし1学習指導要領で学校16変わります。
平成14年度 (2002年4月1日)から、毎週土曜日を休みとする完全学校週5日制が、すべての幼稚園、

小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、盲学校、ろう学校および養護学校において一斉に実施

されます。これにともない、学習指導要領が改訂されました。

全国のどこにいても一定の教育水準の教育が

受けられるようにするため、学校がカリキュラ

ムを編成する基準として定められています。

新しい学習指導要領は、 完全学校週5日制の下、

ゆとりの中で一人一人の子どもたちに「生きる力J
を育成することを基本的なねらいとして改訂され、

平成14年4月1日から施行されます。

学校週5日制は、 学校、家庭、地域社会での

教育や生活全体で、子どもたちに「生きる力」

をはぐくみ、健やかな成長を促すものです。

土曜日や日曜日を利用して、家庭や地域社会

で子どもたちが、生活体験や自然体験、社会体験、

文化・スポーツ活動など様々な活動や体験をす

ることが望まれます。

0自分で課題を見つけ、自5学び、自ら考え、主体的に判断し、
行動し、よりよく問題を解決する力。

0自らを律しつつ、他人と協調し、他人を思いやる心や感動する
心など豊かな人間』性とたくましく生きるための健康と体力。

。学校のこんなところが変わります。
新学習指導要領では、子どもたちがゆとりを持って学習できるよう、すべての

子どもが共通に学ぶべき内容が基礎的・基本的な内容に厳選され、今よりおおむ
ね3割程度削減されます。
その趣旨を生かした取り組みは、平成12年度かう移行措置として実施されます。

主な内容は次のとおりです。
O 国語、生活、音楽、図工(美術)、 体育(保体)及び家庭(技・家)については、内容の全部(学校に

よっては一部)について新学習指導要領によって指導されます。
O 社会、算数(数学)、 理科及び外国語については、内容の一部を省略して指導されます。
O 中学校では生徒が自分で選択して学習できる幅を一層拡大 し、個性を伸ばす教育が進められます。
O 学校裁量の時問、いわゆる「ゆとりの時間」が時間割に位置づけられなくなります。
O クラブ活動については、小学校ではこれまでの週1時聞から学校が定める適切な時間に変更され、中

学校では削除されます。
O 各学校の創意工夫で柔軟な時間割が組まれ、これまでの1単位時間 (小学校:45分、中学校50分)に

とらわれない、 25分や60分、 75分授業なども組まれます。
O 小学校3年生以上に、各学校が創意工夫を生かした教育活動を展開する 「総合的な学習の時間」が新

設されます。

知識を教え込む授業ではなく、自ら学び、自

ら考える力の育成や、学び方や調べ方を身につ

けることをねらいとした授業が展開されます。

・逓当たり小学校では 3時間程度、中学校では

2---4時間程度配当されます。

・内容は各学校で創意工夫を発揮して決められ

ます。

来月号でも、 「総合的な学習の時間」ゃ

特色ある学校づくりなどについて特集します。

学校の具体的な取組については、各学校

におたずねください。

学校教育課 (内線370)
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大
村
公
園
と
さ
く
5

桜
は
や
は
り
百
花
の
中
の
王
様
で
あ
ろ

う
。
日
本
を
代
表
す
る
花
で
す
。

「
大
村
神
社
の
桜
」
〔
安
平
記
か
ら
〕

《
郷
里
の
大
村
に
大
村
神
社
と
い
っ
て
歴

代
の
藩
公
を
祭
っ
た
所
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
は
、
明
治
情
年
の
創
立
で
、
そ
の
こ
ろ

私
が
向
島
〔
東
京
〕
か
ら
桜
千
本
ば
か
り

の
苗
を
持
参
し
て
植
-
え
付
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
明
治
お
年
に
下
っ
た
時
は
、

立
派
な
木
に
成
長
し
ま
し
た
。
培
養
法
な

ど
を
さ
"
つ
け
て
帰
り
、
明
治
訂
年
に
行
っ

て
見
る
と
、
小
さ
い
の
で
幹
周
ニ
尺
(
印

セ
ン
チ
)
大
き
い
の
で
四

i
五
尺
(
也
メ

ー
ト
ル
)
。
花
は
種
類
が
多
く
、
開
花
期
が

ず
れ
て
5
回
ぐ
ら
い
咲
き
、
花
の
咲
く
期

聞
が
長
く
、
九
州
に
お
い
て
桜
の
名
所
と

い
う
評
判
で
、
長
崎
や
近
県
か
ら
も
、
花

見
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

私
も
寄
付
し
た
か
い
が
あ
っ
て
実
に
愉

快
に
思
う
》

現
在
、
大
村
公
園
は
「
さ
く
ら
百
選
」

と
し
て
市
民
は
も
と
よ
り
、
県
内
外
の

人
々
に
親
し
ま
れ
て
お
り
、
安
平
の
思
惑

ど
お
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
く
ら
に
は
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
〔
野
生
種
〕

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
〔
雑
種
〕
サ
ト
ザ
ク
ラ

〔
園
芸
種
〕
等
に
分
け
ら
れ
、
花
の
形
態
か

ら
、
分
類
す
る
と
、
一
重
咲
き
、
八
重
咲

き
、
千
重
咲
き
、
変
種
で
シ
ダ
レ
等
が
あ

長岡安平明治13年頃の写真
「祖庭長岡安平翁遺稿Jより

り
ま
す
。

大
村
公
園
は
、
サ
ト
‘
サ
ク
ラ
、
中
で
も

オ
オ
シ
マ

εサ
ク
ラ
系
統
が
多
い
。
八
重
咲

き
で
八
重
桜
と
愛
称
さ
れ
、
室
町
時
代
の

普
賢
象
、
江
戸
時
代
の
関
山
、
一
葉
、
松

月
、
欝
金
等
々
、
現
在
で
も
こ
の
種
は
多

く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
安
平
記
の
里
桜

も
こ
れ
ら
の
種
類
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

大
村
公
園
だ
か
ら
、
オ
オ
ム
ラ
‘サ
ク
ラ
、

ク
シ
マ
サ
ク
ラ
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
植

物
学
者
外
山
三
郎
氏
の
大
村
公
園
サ
ト
‘サ

ク
ラ
の
由
来
に
よ
る
と
、
安
平
記
に
あ
っ

た
よ
う
に
明
治
情
年
大
村
神
社
創
建
時
に
、

東
京
や
長
崎
県
下
か
ら
苗
木
を
集
め
植
樹

さ
れ
、
そ
の
二
世
、
三
世
が
残
存
し
そ
れ

ら
の
中
か
ら
変
種
と
し
て
新
品
種
が
見
い

出
さ
れ
、
オ
オ
ム
ラ
.
サ
ク
ラ
、
ク
シ
マ
ザ

ク
ラ
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
や
が
て
、
昭

和
位
年
「
大
村
神
社
の
オ
オ
ム
ラ
.サ
ク
ラ
」

の
名
称
で
天
然
記
念
物
と
し
て
、
国
の
指

定
を
受
け
、
ク
シ
マ
サ
ク
ラ
も
周
年
長
崎

県
指
定
の
天
然
記
念
物
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ニ
種
の
サ
ト
.サ
ク
ラ
は
優
美
で
花

の
つ
く
り
は
奇
抜
。
共
に
、
名
花
中
の
名

花
、
サ
ト
サ
ク
ラ
の
逸
品
と
い
え
ま
す
。

オ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ
の
特
徴
の
第
一
は
、

が
く
片
、
花
片
、
お
し
ベ
が
非
常
に
多
く

著
し
く
変
化
す
る
事
・
第
二
は
全
て
の
花

が
ニ
段
咲
き
で
、
八
重
咲
き
の
花
を
ニ
つ

重
ね
た
格
好
で
、
下
の
花
を
外
花
、
上
の

花
を
内
花
と
い
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
花
の

が
く
片
は
5
枚
な
の
に
こ
の
種
は
2
倍
の

長
岡
安
平
は
、
大
村
藩
出
身
で
、
明
治
・
大
正
の
時
代
に
東
京
の
芝
公
園
を
は
じ
め
、

全
国
各
地
の
公
園
・
庭
園
の
設
計
や
街
路
樹
苗
木
の
育
成
、
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念

物
の
保
存
に
尽
力
し
た
人
物
で
す
。

「
祖
庭
長
岡
安
平
明
治
の
造
園
設
計
家
」
と
い
わ
れ
た
、
安
平
の
人
物
・
功
績

に
ふ
れ
、
彼
の
偉
大
さ
を
郷
土
の
誇
り
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

叩
枚
で
す
。
花
弁
は
少
な
い
も
の
で
印
枚
、

多
い
も
の
は
2
0
0
枚
も
あ
り
ま
す
。

長
岡
苗
木
に
つ
い
て

「
夏
の
強
い
日
差
し
も
深
い
縁
で
遮
ら

れ
、
緑
葉
を
通
り
抜
け
た
涼
風
が
心
地
よ

い
」
街
路
樹
の
効
用

街
路
樹
の
変
遷

(
奈
良
時
代
)
官
符
に
よ
り
五
畿
七
道
に
木

陰
を
旅
人
の
休
息
の
場
と
し
、
木
の
実
を

食
料
と
し
ま
し
た
。

(
平
安
時
代
)
第
一
期
の
並
木
の
主
流
は
果

樹
中
心
の
時
代

(
戦
国
時
代
末
)
織
田
信
長
が
東
海
道
に
サ

ク
ラ
、
マ
ツ
、
ヤ
ナ
ギ
を
植
え
て
第
二
期

の
サ
ク
ラ
、
ヤ
ナ
ギ
時
代

(
江
戸
時
代
)
徳
川
家
康
は
街
路
奉
行
を
置

き
、
第
三
期
の
マ
ツ
、
ス
ギ
時
代
、
同
時

に
、
一
里
塚
を
設
け
エ
ノ
キ
を
植
え
ま
し

た
。

(
近
代
並
木
時
代
)
(
明
治
・
大
正
)
近
代

都
市
計
画
に
よ
り
、
銀
座
に
マ
ツ
、
サ
ク

ラ
を
、
ま
た
、
大
手
町
付
近
に
シ
ン
ジ
ュ、

ニ
セ
ア
カ
シ
ア
を
輸
入
し
て
植
栽
し
ま
し

た
。こ

の
頃
よ
り
、
本
格
的
な
街
路
樹
計
画

が
立
て
ら
れ
、
安
平
が
か
か
わ
り
こ
れ
が

現
代
に
継
承
さ
れ
「
第
四
期
の
落
葉
広
葉

樹
時
代
」
で
あ
り
、
長
岡
苗
木
の
大
活
躍

で
あ
り
ま
す
。

街
路
樹
の
実
質
的
な
基
礎
"つ
く
り
と
し

て
、
安
平
は
明
治
お
年
東
京
市
の
緑
化
推

進
に
は
、
緑
化
用
苗
木
を
市
直
営
に
す
る

べ
し
と
「
道
路
樹
苗
育
成
場
設
置
計
画
書
」

を
提
出
し
、
予
算
化
を
図
り
ま
し
た
。
少

な
く
と
も
叩
万
本
を
育
成
す
る
苗
圃
を
と

い
う
計
画
は
、
陽
の
目
を
見
る
こ
と
な
く

5
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
明
治
初
年
日
露

両
国
の
講
和
を
契
機
に
平
和
産
業
が
指
向

さ
れ
ま
し
た
。
安
平
は
、
少
な
い
予
算
の

中
で
自
ら
率
先
し
て
開
墾
の
鍬
を
持
ち
ま

し
た
。

食
料
優
先
の
時
代
、
緑
化
樹
な
ど
と
白

い
目
で
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
安
平
の

苗
圃
で
生
産
さ
れ
た
イ
チ
ョ
ウ
が
、
馬
場

先
門
付
近
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
泥

歳
の
安
平
は
感
激
し
、
子
供
の
よ
う
に
は

し
ゃ
ぎ
喜
び
を
表
し
た
そ
う
で
す
。

こ
う
し
て
大
正
叫
年
、
市
営
苗
圃
か
ら
、

次
々
と
生
産
さ
れ
る
苗
木
を
誰
い
う
と
な

く
「
長
岡
苗
木
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
街
路
樹
の
歴
史
は
、
こ
の
長
岡
苗

木
を
措
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

長岡安平顕彰事業実行委員会
副会長富永和博
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~市立病院~

市役所町|悶ソレー @I

世
界
屈
指
の
長
寿
国
日
本
、

生
体
肝
移
植
・
遺
伝
子
治
療
等

医
療
技
術
は
日
進
月
歩
で
あ
り
、

幻
世
紀
は
元
気
な
シ
ル
バ
ー
ェ

イ
ジ
の
人
々
が
活
躍
す
る
時
代

:
・
こ
ん
な
時
代
を
長
与
専
斎
先

生
(
大
村
出
身
、
近
世
医
学
の

祖
)
も
ど
ん
な
思
い
で
見
つ
め

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
・
:
そ
ん

な
こ
と
を
先
生
の
胸
像
(
正
面

玄
関
横
、
製
作
者
は
あ
の
有
名

な
北
村
西
望
先
生
)
を
前
に
思

い
な
が
ら
、
病
院
の
紹
介
を
し

ま
す
。
当
病
院
の
歴
史
は
、
昭

和
初
年
旧
海
軍
病
院
の
施
設
を

移
管
さ
れ
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
、

同
お
年

m月
大
村
市
立
病
院
と

し
て
開
設
、
松
並
町
へ
の
移
築

感謝状

玖島 2丁目

入江詩子さん

、-""----句、.圃圃

...，---、，で二3・・・・
・・・・・I " 、-
-.. 鴨司~ -

ルー

を
経
て
、
同
日
年
か
ら
現
在
地

(
古
賀
島
町
1
3
3
番
地
辺
)
で

の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
特
に
増
加
が
著

し
い
心
臓
疾
患
を
持
つ
患
者
さ

ん
が

1
人
で
も
多
く
、
高
度
の

近
代
医
療
の
思
恵
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
の
願
い
か
ら
、

県
内
で
も
屈
指
の
設
備
を
誇
る

心
臓
血
管
病
セ
ン
タ
ー
を
平
成

7
年
に
併
設
、
現
在
で
は
回
診

療
科
・
病
床
数
3
4
2
床
の
規

模
を
誇
り
、
県
内
の
中
核
病
院

と
し
て
、
最
新
で
最
良
の
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
ま
す
。

病
は
、
「
早
期
発
見
・
早
期
治

療
』
と
「
本
人
の
日
々
の
健
康

管
理
』
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の

た
め
に
も
当
病
院
で
実
施
し
て

い
る
健
康
診
断
や
人
間
ド

ッ
ク

等
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
院
内
に

H

ご
意
見

箱
H

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も

F

市
民
の
皆
様

に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
、
信
頼

さ
れ
る
病
院
d

を
目
標
と
し
な

が
ら
、
職
員
一
同
が
ん
ば
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

結婚・出産が遅かった私ですが、上の子がやっと小学生に

なり一段落。働きながらの子育てを支えてくれたのは、私の

親友が十数人の親さんと共同で作り上げ、た、おひさま保育園

でした。園児は30人ほどの小さな保育園ですが、学生時代か

ら、自然の中で子供を育てたいと思っていた私の願いを叶え

てもらいました。

息子は、生後 8か月から保育園でのマット運動やぞうきん

がけを日課とし、四季を通じて野や山や海といった自然の中

で水や土と戯れながら、ぐんぐん成長してくれました。去年

の11月には保育園の仲間違と九重山へも登り、一層還しくな

ったようです。今では、なわとびの縄ゃあやとりの組も自分

でさっさと三つ編でつくり、四段はしごもおてのもの。時に

は好きな色の糸でぞうきんを縫いあげたり 、コマ回しも名人

級になりました。でも何より好きなのは、お絵かきです。自

分の見たものや体験したこと、聞かせてもらったお話など、

もう描きたいことがありすぎて、毎日うずうず していま す。

園舎や園庭や設備は充分ではない保育園でしたが、人には充

分恵まれて、『生きる知恵jをいっぱい身につけました。

また、 2歳の時に生まれた弟がダウン症で、 2年ほどは入

退院を繰返していたため、ずいぶん寂しかったと思いますが、

保育園の仲間に支えられて乗り切ることが出来ました。保育

園のみなさん、ほんとうにありがとうございました。そして

まだまだこれからも、兄ちゃんは学童さんで、弟はぞう組さ

んで、よろしくお願いします。

(1 

い
母
の
車
は
時
折
故
障
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
ひ
と
た
び
落
ち
着
く
と
、

リ
ス
ボ
ン
と
は
全
く
違
う
生
活
が
待
っ

て
い
ま
し
た
。
両
親
は
毎
日
仕
事
へ
通

い
ま
し
た
が
、
子
供
達
は
学
校
も
な
く
、

家
か
ら
海
ま
で
歩
い
て
3
分
で
し
た
。

毎
朝
海
岸
へ
行
っ
て
、
昼
寝
の
た
め
に

帰
宅
し
、
ま
た
夕
方
海
へ
行
く
か
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
夕
食

後
も
友
達
と
遊
ぶ
こ
と
が
許
さ
れ
、

1

・

日
の
大
半
を
屋
外
で
過
ご
し
ま

回

し
た
。
そ
こ
は
、
海
沿
い
の
小

-

さ
な
村
で
、
い
く
つ
か
の
家
族

-

が
夏
一
休
み
に
や
っ
て
き
ま
す
。

-

こ
の
村
は
、

子
供
達
が
大
好

-

き
な
、
砂
糖
を
ま
ぶ
し
た
柔
ら

12
-
か
い
ケ
l
キ
「
ベ
ル
リ
ン
の
ボ

開

l
ロ
」
で
も
有
名
で
す
。
夕
方
、

こ
m

た
く
さ
ん
の
家
族
が
子
供
連
れ

る

-

で
ケ
l
キ
を
買
い
に
い
き
ま

.
-
す
。
子
供
達
は
、
有
名
な
こ
の

，X
四

ケ
l
キ
を
、
海
岸
の
砂
で
作
る

伝

聞

こ
と
に
熱
中
し
、
う
ま
く
で
き

?

闇

た
ボ
l
ロ
は
、
砂
合
戦
の
武
器

z
-に
一
変
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

、u
-
た
。

閉

ま
た
、
波
と
戯
れ
て
遊
び
ま

回

し
た
。
特
に
9
月
頃
、
波
が
荒

-

く
て
高
《
な
る
と
、
砂
の
ダ
ム

-
を
造
り
、
ダ
ム
の
手
前
に
水
を

田
溜
め
る
穴
を
掘
る
と
、
高
い
波

闘

が
き
て
も
長
持
ち
し
ま
し
た
。

次
々
に
波
が
襲
い
か
か
り
、
自
分
の
ダ

ム
が
持
ち
こ
た
え
る
様
子
を
見
る
の
は

楽
し
い
も
の
で
す
。
す
ご
い
波
が
来
て
、

ダ
ム
が
決
壊
し
か
け
る
と
、
狂
っ
た
よ

う
に
砂
を
た
し
て
海
と
戦
い
ま
し
た
。

秋
が
来
る
前
に
リ
ス
ボ
ン
に
帰
る
時

が
や
っ
て
き
ま
す
。
新
学
期
が
始
ま
る

前
に
、
い
つ
も
胃
が
痛
み
始
め
ま
し
た
。
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.・bシー/¥ツトおおむら情報

官原洋一・芹洋子マインドソングコンサ一卜

夢見る時間

想い出の時代

シき 、1

「あかとんぼ」がいつの間にヵ、心にしみる時代になりました。

人生の道程の中で、掛橋となってくれたスイートメロディ一、

マインドソングをたっぷりとお届けしたLい・。

NHK Iふたりのビッグショー」で大反響を呼んだ
“菅原洋ーと芹洋子による日本の叙情愛唄歌集"を生のステージで

お楽しみください。

5月26日直
開場18:30・開演19:00 

場所:大村市民会館

洋原
南
国
同

芹洋子

E 霊童.
-入場料:一般…A席4，800円・ B席4，000円 (全席指定)

会員…A席4，300円・ B席3，600円 (全席指定)

[プログラム}

「四季の歌」、 「愛の賛歌」、 「ゆりかごの唄」、
「パラが咲いた」、 「学生街の喫茶庖」、 「青い山脈」ほか

※プログラムは変更する場合があります。予めご了承くださし、。

※就学前のお子様の同伴 ・入場はご遠慮ください。

一般 :4月11日(火)
会員 :4月4日(火)

平成12年度
;会員特典適用 j

平成12年度自主事業第 1弾

上海クァルテット
スプリング-コンサ一卜

公開リハーサルのご案内
[入場無料]

日時 :4月 10 日 (月) ・午後5時~6時
会場:さくらホール
出演 :上海クァルテット・相沢吏江子

-・g:圏直面重富廻醐湯布司E署長彊置lEi箇阪恵国IfL居間闘場B摩書ョ・・

髄CER 
スプリング・コンサート

争 !??jを ~HM~lOOm
4月10日[固さく5ホール
開場18: 30 開演19: 00 

・入場料/一般2，000円・会員1，800円
[プログラム]

ベートーヴ工ン/弦楽四重奏曲第 4番ハ短調
シューマン/ピアノ五重奏曲変ホ長調作品44
※トークタイム
ラヴェル/弦楽四重奏曲

西村賜

能に親しむ講座
能・狂言とはどういうもの?

初心者の方にもわかりやすくお話しします。

内容・能装束の着付け実演

-天女(吉野天人)の舞

・おおむらアリーナ薪能の解説入場無料

4月15日[亘開場13: 30 
14 : 00 ，......15 : 30 

会場:さくらホール

講師:観世流能楽師森本哲郎氏

'-'!IrS・ 電話で 「シーハットおおむら事業係」まで
‘画~ 申し込んでください。

-・.平成12年度三Jーハロトつラブ告員雲集申=全ェ
申し込みはスポーツ棟事務所まで。有効期間:平成12年4月1日~平成13年3月318まで。入会・継続はお早めに !

制語 担

シーハットおおむう スポーツ棟事務所 820-7200 
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入賞者には
ステキな

プレゼント!4月1日・2日

おおむ5石吹き合戦
場 所:大村公圏内大村神社境内
時間:午後 2時，....， 4時

受付:当日
参加費:無料

@ 

う
ら
ら
か
な
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

「
花
の
ま
ち
お
お
む
ら
」
は
今
か
ら
が
旬
。

さ
く
ら

・
し
ゃ
く
な
げ
・
つ
つ
じ
・
ふ
じ
・
花
し
よ
う
ぶ
・

あ
じ
さ
い
と
市
内
各
地
を
鮮
や
か
に
彩
る
花
々
は
私
た
ち
を

明
る
く
楽
し
く
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
ん
な
花
た
ち
を
訪
ね
て
春
の
大
村
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

@・2000ミス大村選彰式
eNBCラジオ生放送

「大村花まつりスペシャ jレJ

・歌謡ショー「矢吹春佳」
場所:大村公園内大村神社境内特設ステージ

時間:午後1時20分，....，3時30分

.苗同国自E・ 観光物産課 (内線242)

(社 )大村市観光協会 352ー 3605

裏見の滝

4月15日--5月5日
日本原産の 「ツクシシャクナゲ」をはじめとして

世界各国45種類5，300本のシャ クナゲが咲き乱れます。

まつり期間中はシ ャクナゲの即売や

俳句コ ンテス トも行われます。

・面1I1日直週 裏見の滝公園管理委員会事務局

(福重出張所内)355-8614 

切

-面阻面白E・ 野岳山麓農村活性化協議会

大又355-8383

市役所 853-4111(代)平成12年度イベジト案内

おおむ5

6月上旬
場所:大村公園内

時間:午前11時~午後 4時30分
・ハナショウブの苗プレゼント

. ミスおおむら写真撮影会

・郷土芸能披露など

福重

5月3日.4日
福重地区の田畑を開放。
小動物たちとたわむれてみませんか ?

多良岳県立公園山聞き
4月23日固午前8時40分

場所:黒木パス終点前

・面晒師自白・ 大村山岳会

市指定文化財旧楠本正隆屋敷では、

大村家に伝わるお雛様の展示を行います。

大村では、桃の花が咲く 4月に雛祭りをするのが

古くからの習わしです。

4~ 
E~守
、~

平成12年ユ‘;.;-iL-l，. 

夏越丞ヲり
木裁のを16季纂義

大村の雛祭り
旧楠本正隆屋敷春の催し

円nu 
R
U
 

供

∞

子

で

6
館

刊

号

民

叶
休
叩

抑
制
日
目
∞
町
人

制
日
い
わ
い
い
大

混

q
u
引
川
町
仁

明

月

間

出

掛

紘

A
『
時
以
入

イベント名 日程 場所 問い合わせ

一τ月 25 日 ~6月 20 日
ーー一→z

大村公園

桜まつり |4月1日・ 2日 大村公園
(社)大村市観光協会 852-3605

観光物産課 853-4111内242

おおむら石吹き合戦 14月1日 大村公園

大村の雛祭 1 3 月 25 日 ~4月 3 日 旧楠本正隆屋敷 文化課 853-4111内369

菜の花ウオーク inかやぜ 14月9日 オフィスパーク大村 「菜実行の花委員ウ会ォ ヲInかやぜgJ 
55司7001

スプリングコンサート 」明相 lシ ハッ トおおむら (財)大村市振興公社 820-7200

しゃ くなげ祭り 4月 15 日 ~5月 5 日 | 裏見の滝自然花苑 福松重原出出張張所所 855-8614 
B55-8501 

いーー
|4月23日 T*村山岳会池野 853-1854多良岳県立公園山聞き 黒木パス終点前

3野岳新茶まつり 1 5 月 3 日 ~5 日 口ザ・モタ広場 太田 855-8617 

1福重れんげまつり ;5月3日・ 4日 福重地区水田 大又 855-8383 

多良火山火口壁ウオーク (郡岳版)i叩 1日 郡岳 観光物産課 853-4111内242

|夢みる時間 想い出の時代 i5月26日 市民会館ホール (財)大村市振興公社 820-7200

|郡JIIかっ白つり :5月下旬 郡川鬼橋付近 郡川の自然に殺しむ会 855-7349

B花しよう ぶまつり )6月上旬 大村公園 (社)大村市観光協会 852-3605

市 工会議所青年部 8岱 4222花の街スケッチ大会 16月上旬 大村公園

長崎街道ウオーク i6月11日 諌早~大村~松原~東彼杵 文化課 853-4111内369

Bハンカ何日ムシーヵ女声合唱団大村公演 !7月6日 市民会館ホール (財)大村市振興公社 820-7200 」

じii
( 7月下旬~8月中旬錯田Jl I 大上戸111酌I|||堕環境竺保全課 853-4111内叫 1 

探ろう!大村湾 !7月下旬 寺島沿岸 課 853-4111内144: 

つり協賛サンセ ッ トライブ 8月1日 シーハ yトおおむら 同 市振興公社 820-7200 l 
おおむら夏越まつり 8 月 1 日 ~3 日

花火大会 8月1日 大村ボート場周辺
おおむら夏越まつり協賛会事務局

852-2580 
本まつり 8月2日 ・3日 大村駅前通り

少年ソフトボール大会 8 月 5 日 ~6 日 |補助グランドほか j スポーツ振興課 853-4111内?竺j

よみがえれ琴の海湾カ yプinおおむら |8月下旬 !大村湾内 |商工会議所青ー53-4222

フリークライミング選手権 18月伺 |シーハ ッ トおおむら i(財)大村市振興公社 820-7200

3第3回ふるさと産品新作展 19月中旬 |大村浜屋催事場 ! ふるさと産品新作展実行委員会853-4222

| ひがん花まつり 19月23日・ 24日 !鉢巻山 太田 855-8617 

空の日フェスタ 9月下旬 ↓長崎空港 長崎空港事務所 854-6463 

5モダルス&フラメンコ 10月5日 シーハ ッ トおおむら (財)大村市振興公社 820-7200

l市民対-''J大会 10月8日 市営野球場ほか スポーツ振興課 8別

健康・福祉まつり 10月8日 シ一川トおおむら健康増進課 郡山11内141i

大村市小学校体育祭 制 11日 ||陸上競技場 スポーツ振興課忽田川内揃ji 
長岡宜平と近ft都市公園の川 ・γウム h川 o0月13日・ 14日 シーハッ トおおむら 都市計画課 宮 53-4111内相1

かんぽミッドナイトウォヲラリー 森園公園。琴平劫イハ。ーク スポーツ振興課 853-4111内366

インポトフェア駒大村 月2…日 シハット…長崎県商工労働一回5-823-60711

和国大村寄席 | シ ハッ 卜おおむら 附 柿醐公社副7捌

3 商工会議所 8…2 

!的産課 853…~ 
黒丸踊保存会 855-0361 

JA大村市 854-8009 

一一(財一一)大一村市振興公社 820-720一0一一一寸| 

対-'')振興課 8 53-4111内36

lおおむら駅伝競走大会 )2月11日 書上自歯隊周辺 陸上競技協会事務局窓53出-5004羽l 5軽 対-''J大会 陸上競技場ほか スポーツ振興課 85 

森園7)1ミリースホ。ーツ広場 |スポーツ振興課 85 = 市民フ ッ トサル大会

菜の花ウオーク
4月9日圃午前9時10分開会

集合場所:オフィスパーク大村

コース:オフィスパーク大村~黒木小学校 (折り返し)

~オフィスパーク大村 (約16km)

申込先:大村市役所各出張所

JA大村市各支所

・面国語函E.1菜の花ウオークinカ3やぜj実行委員会

355-7001 
J 

Inかやぜ

4月1日・ 2日10: 00~16 : 00 

呈茶代:200円
E彊回虫島軍ヨ苗皿謡畜届..  

20-

.苗l恒国自E昌 文化課 (内線369)

旧楠本正隆屋敷352-9885池野353-1854

おおむら夏越まつり協賛会

包 52-2580
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みんなの

健康腎臓…?腎臓病…?ってなに

「
五
臓
六
脈
」
の
中
で
最
も
重
要

な
臓
器
を
指
す
「
肝
心
(
腎
)
か
な

め
」
と
い
う
言
葉
は
よ
く
耳
に
し
ま

す
が
、
み
な
さ
ん
心
臓
や
肝
臓
な
ど

は
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、

残
念
な
が
ら
腎
臓
に
は
あ

ま
り
親
し
み
が
な
い
と
い
う
の
が
現

実
で
す
。
そ
こ
で
、
今
回
の
お
話
で

少
し
で
も
み
な
さ
ん
に
腎
臓
と
い
う

も
の
を
知

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
タ
イ
ト
ル
に
も
く
ど
く
2
回

も
並
べ
ま
し
た
が
、
腎
臓
は
お
腹
の

う
し
ろ
側
に
左
右
に

1
個
ず
つ
合
計

2
個
人

っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
体
は
栄
養
物
を
取
り
入

れ
不
要
な
も
の
を
出
し
て
い
ま
す
。

体
の
排
油
器
官
と
し
て
腎
臓
や
皮
膚

お
よ
び
腸
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
な
か
で
も
腎
臓
は
血
液
か
ら
老
嬢

物
を
除
去
し
て
お
し

つ
こ
を
つ
く
り
、

体
に
必
要
な
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
す
る

な
ど
排
油
器
官
の
な
か
で
中
心
的
役

割
を
は
た
し
て
い
ま
す
。

くすもと内科クリニ ック

院 長楠本 泰博

こ
の
腎
臓
の
働
き
が
低
下
す
る
と
、

食
欲
が
お
ち
た
り
、
は
き
け
や
幅
吐
、

顔
色
が
悪
い
な
ど
の
症
状
が
で
て
き

ま
す
。
さ
ら
に
こ
れ
が
進
む
と
、
全

身
の
だ
る
さ
を
感
じ
た
り
、
尿
の
出

が
悪
く
足
が
む
く
ん
だ
り
、
呼
吸
を

す
る
の
が
苦
し
く
な
る
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
尿
毒
症
に
お
ち
い
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
症
状
が
で
て
か
ら
病
院

に
行

っ
て
も
ほ
と
ん
ど
が
手
遅
れ
に

な
り
や
す
い
の
で
す
。
残
念
な
こ
と

に
腎
臓
病
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
初
期

に
は
ま

っ
た
く
無
症
状
な
の
で
す
。

ま
れ
に
短
期
間
に
悪
く
な
る
腎
臓
病

も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
場
合
は
何

年
も
か
け
て
ゆ

っ
く
り
と
徐
々
に
進

行
し
ま
す
。

毎
年
、
職
場
や
学
校
の
健
康
診
断

で
尿
の
異
常
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
何
年
間
も
放
置
し
た

結
果
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
体
の
不

調
を
訴
え
病
院
を
受
診
し
た
時
に
は
、

す
で
に
腎
臓
の
は
た
ら
き
が
か
な
り

お
ち
て
い
た
と
い
う
ケ
l
ス
が
多
く

み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
様
な
ケ

ー
ス
で
は
高
血
圧
を
合
併
し
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
血
圧
の
上
昇
は
悪
化

を
加
速
し
ま
す
。
も
う
少
し
早
く
治

療
(
食
事
療
法
や
血
圧

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
な
ど
)
を
し
て
い
れ
ば
、
こ
ん
な

に
悪
く
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
ケ
ー

ス
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
す
べ
て
の

腎
臓
病
が
悪
く
な
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
が
、
少
な
く
と
も
早
期
発
見
、
早

期
治
療
が
増
悪
を
防
い
だ
り
進
行
を

4
月
7
日
は
世
界
保
健
デ
ー
で
す

遅
ら
せ
る
の
で
す
。
腎
臓
の
は
た
ら

き
を
知
る
上
で
血
液
検
査
も
重
要
で

す
が
、

尿
検
査
は
要
注
意
で
す
。
「最

近
、
お
し
つ
こ
が
や
け
に
泡
立
つ
な
」

と
か

「甘
い
臭
い
が
す
る
な
」
な
ど

と
感
じ
た
と
き
は
、
蛋
白
尿
が
で
て

い
た
り
、
糖
尿
病
の
疑
い
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
少
な
く
と
も
年
に

1
回

は
尿
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
テ
ー
プ
を
尿
に
つ
け
る

だ
け
で
判
定
が
で
き
る
試
験
紙
(
色

の
変
化
で
尿
の
蛋
白
な
ど
を
判
別
)

が
薬
局
で
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

家
庭
で
も
検
査
が
可
能
で
す
。
腎
臓

に
何
ら
か
の
障
害
が
認
め
ら
れ
た
場

合
は
尿
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
蛋
白
尿、

血
尿
、

尿
糖
、
黄
痘
尿
は
大
切
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

心
臓
な
ど
は
、
手
術
を
受
け
る
と

そ
の
は
た
ら
き
は
回
復
し
て
い
き
ま

す
が
、
腎
臓
は
い

っ
た
ん
は
た
ら
き

が
お
と
ろ
え
だ
す
と
そ
の
機
能
は
回

復
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
は
脳
死
な
ど
の
報
道
の
関
係

で
「
臓
器
移
植
」
と
い
う
こ
と
ば
を

耳
に
さ
れ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
腎

臓
も
移
植
を
す
る
ほ
か
は
現
在
の
医

療
で
は
透
析
療
法
に
頼
る
ほ
か
あ
り

ま
せ
ん
。

最
近
は
、
職
場
や
学
校
な
ど
で
尿

検
査
が
普
及
し
て
い
ま
す
の
で
、
手

遅
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
異
常
を
指

摘
さ
れ
た
方
は
放
置
せ
ず
、
必
ず
内

科
医
か
専
門
医
に
相
談
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

生
き
生
き
長
寿
社
会
で
新
風
を
!

実施医療機関 住所 | 電話

ウーマンスボヲリニッヲナカ 間町J53ー1123

大 村 中 央 産 婦 人 科 水主町2TElI52-3850 

おび産婦人科医 院 本町 54-1103 

後藤産 婦人科医 院 西大村本町 20-8123 

桝本産婦人科内科医院 大川田町 155一回55

レディ-).?I)ニリしげまつ 古町1丁目 54-9200 

風しん任意予防嬢種実施申!
・対象 :市内に住んでいる20歳以上の女性

・料金:自己負担

三種混合・麻しん・鼠しん

予防接種実施申!
妊婦が妊娠初期に風しんにかかると、先天性

異常兜 (白内障 ・ I~\臓奇形 ・ 難聴など)が生ま

れるI~\配があります。 風 しんに力、かったことの

ない人や予防接種を受けていない人は、妊娠前

に抗体検査を受け、抗体価が低い場合は予防接

種をしておきましょう。

.対象:乳幼児

年闘を通じて実施しています
ので、おミ子篠の体調のよい時
に受けてください。
詳しくは「健康のしおりと国
民健康保険jをご覧ください。

(f!'J、
z 

-ËI~恒謹直掴・ 健康増進課 (内線1 4 1)

@ 健康一口メモ13集
定価400円

健康テレホンサービス
(095) 826-5511 

8全

3 -10集各 300円

11-12集各 400円

も好評発売中 1

健康テ レホンサーピースの原稿

を1年毎にまとめた小冊子です。

長崎のお医者さんが書いた最新

の医学知識ですので、ミニサイ

ズの f家庭の医学書jとしてご
利用 くださし、。

-a扇函阿国

長崎県保険医協会Tel. 095-825-3829 Fax. 095-825-3893 

- 22-

悪玉 (LDUコレステロール
肩関節軟部組織の石灰化

成人T細胞白血病 (ATU
眼の癌

人格障害①

腎孟 胃炎

f人格」とは?

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土，日曜日
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お
得
で
す
!

前
線
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

保
険
年
金
課
(
内
線
1
1
3
)

国
民
年
金
保
険
料
は
、
前
納
(
保
険

料
の
前
払
い
)
を
す
る
と
割
引
が
あ
り
、

た
い
へ
ん
お
得
で
す
。
ま
た
、
銀
行
な

ど
ヘ
毎
月
納
め
る
手
聞
が
か
か
り
ま
せ

ん
の
で
、
ぜ
ひ
前
納
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

国
民
年
金
制
度
は
、
老
後
の
生
活
を

安
心
し
て
過
ご
す
た
め
に
世
代
と
世
代

が
お
互
い
協
力
し
て
支
え
合
う
制
度
で

平成12年度の保険料は次のとおりです。

定額保険料 付加保険料

1か月分 月払い 13，300円 13，700円

月払い 159，600円 164，400円

1年分 前納額 155，750円 160，430円

割ヨ|額 3，850円 3，970円

月払い 79，800円 82，200円

半年分 前納額 78，920円 81，290円

割引額 880円 910円

す
。
皆
さ
ん
が
豊
か
な
老
後
を
迎
え
ら

れ
る
よ
う
、
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

0

・
保
険
料
の
免
除
制
度

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
著
し
く

困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は

被
保
険
者
か
ら
の
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
免
除
が
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
も
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
場
合
に
は
早
め

に
年
金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
電
話

で
の
相
談
で
も
結
構
で
す
。

老
齢
福
枇
年
金
受
給
者

の
皆
さ
ん
へ

保
険
年
金
課
(
内
線
1
1
3
)

4
月
期
の
年
金
は、

4
月
日
日

ωか

ら
郵
便
局
で
受
給
で
き
ま
す
。
年
金
を

受
け
取
っ
た
ら
す
ぐ
に
年
金
証
書
(
緑

色
の
手
帳
)
を
、
送
付
し
て
い
る
返
信

用
封
筒
で
年
金
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

提
出
期
限
4
月
日
日

ω
i
m日
働

※
平
成
日
年
4
月
8
日
か
ら
7
月
ま
で

の
1
年
間
全
額
支
給
停
止
に
な

っ
て
い

る
方
の
提
出
は
8
月
に
な
り
ま
す
。

無
料
宿
泊
招
待
券
を

当
て
よ
う
!

保
険
年
金
課
(
内
線
1
1
3
)

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
制
度
を
利

用
す
る
か
口
座
振
替
で
完
納
さ
れ
た
方

の
中
か
ら
抽
選
で
、
ペ
ア
切
組

(
1
0

0
名
)
を
長
崎
県
内
社
会
保
険
関
係
福

祉
施
設
に
宿
泊
招
待
し
ま
す

対

象

口

座
振
替
か
前
納
で
保
険
料
を

完
納
し
た
人
申
込
方
法

年
金
係
お

よ
び
各
出
張
所
に
備
え
付
け
の
用
紙
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

5
月
氾
日
制
必
着

詳
し
く
は
、
年
金
係
窓
口
お
よ
び
各

出
張
所
に
お
い
て
あ
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト

(
申
込
用
紙
)
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第12回国民年金写真コ ンテスト
佳作「みんなの人気者j楠本邦博さんの作品

民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
変
わ
り
ま
し
た

福
祉
課
(
内
線
1
5
1
)

市
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
増
進
の
た
め

に
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

担
当
地
区

原
口
町
東
地
区

委
員
名
山
北

三

三

住
所

原
口
町
5
7
8
番
地
4

8
③
7
9
2
9
)
 

ポ
リ
方

(小児
マヒ
)
ワ
ク

チ
ン
の
投
与
を
行
い
ま
す

健
康
増
進
課
(
内
線
1
4
1
)

対
象

①
ま
だ
投
与
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
生
後
3
か
月
か
ら
卯
か
月
未

満
の
乳
幼
児
②
2
回
目
の
投
与
を
受

け
て
い
な
い
生
後
3
か
月
か
ら

ωか

月
未
満
の
乳
幼
児
③
昭
和
印
年
i
臼

年
生
ま
れ
の
市
民
(
任
意
接
種
)

料

金

無

料

受
付
時
間

午
後
2
時
i
2
時
印
分

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

次
の
状
態
の
時
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
熱
が
あ
る

・
急
性
疾
患
に
か
か

っ
て
い
る

・
予
防
接
種
に
よ
っ
て
強
い
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
を
お
こ
し
た
こ
と
が
あ
る

.
現
在
下
痢
を
し
て
い
る

・
生
ワ
ク
チ
ン
(
麻
し
ん
等
)
接
種

後
4
週
間
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
(
三

種
混
合
等
)
接
種
後
1
週
間
を
経
過

し
て
い
な
い
時

・
そ
の
他
医
師
が
今
回
接
種
を
行
う

こ
と
が
適
当
で
な
い
と
判
断
し
た
時

そ
の
他
注
意
事
項

・
母
子
健
康
手
帳
持
参
(
乳
幼
児
の

み
)
・

1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
(
ひ

き
つ
け
)
を
お
こ
し
た
こ
と
の
あ
る

人
は
意
見
書
な
ど
主
治
医
の
許
可
が

必
要
で
す
。

対
象
③
に
該
当
す
る
人
は
次
の
時
期

に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
(
回
数
1

回
の
み
)

・
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
常
在
国
に
渡
航

す
る
時
・
お
子
様
が
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
受
け
る
時
(
お
子
様
に
接

種
さ
れ
て
い
る
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
ウ

イ
ル
ス
が
体
外
に
排
泊
さ
れ
て
感
染

す
る
)

ま
た
、
副
反
応
が
あ
っ
た
場
合
の

対
応
は
、
市
町
村
が
行
う
定
期
予
防

接
種
の
対
象
者
以
外
の
方
が
行
う
予

防
接
種
に
つ
い
て
は
、
予
防
接
種
法

に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
た
め
、
健

康
被
害
の
救
済
に
関
し
て
は
、
全
国

市
長
会
予
防
接
種
事
故
賠
償
補
償
保

険
制
度
等
に
よ
り
補
償
し
ま
す
。

※
各
会
場
と
も
駐
車
場
が
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
会
場
へ
は
で
き
る
だ
け
自

家
用
車
を
使
用
し
な
い
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

平
成
昭
年
度

ポ
リ
オ
予
防
接
種
目
程
表

接種目 接種場所

西大村コミセン

4月4日 (火) 二浦出張所

鈴田出張所

4月5日 (水)
すこやかセンター

萱瀬出張所

4月6日 (木)
竹松出張所

福重出張所

4月7日(金) 中地区公民館

松原出張所
一→

-23-

受
付
時
間

午
後
2
時
1
2
時
日
分
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固
定
資
産
税
課
税
台
帳

の
縦
覧
が
で
き
ま
す

税
務
課

(
内
線
1
2
0
)

縦
覧
を
希
望
す
る
人
は
、
印
鑑
か
本

人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
書
類
(
運
転

免
許
証
や
保
険
証
な
ど
)
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

期

間

4

月
3
日
開
i
M
日
開

(土・

日
曜
日
を
除
き
ま
す
)

縦
覧
で
き
る
人
市
内
に
土
地
・
家

屋

・
償
却
資
産
を
持
っ
て
い
る
人
お
よ

び
そ
の
代
理
人
(
代
理
人
の
場
合
は
承

諾
書
が
必
要
で
す
)
縦
覧
場
所
税
務

課
※
固
定
資
産
税
評
価
替
え
の
た
め

納
期
が
5
月
か
ら
に
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
が
間
違
っ
て

い
た
と
き
は

諌
早
税
務
署
(
宮
⑫
1
3
7
1
)

申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と
に

気
付
い
た
り
、
確
定
申
告
書
の
提
出
を

忘
れ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
?
そ
ん

な
時
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
簡
単
に

説
明
し
ま
す
。

-
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
場
合

更
正
の
請
求
を
し
て
、
正
し
い
税
額

に
訂
正
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
更
正
の
請
求
が
で
き
る
の
は
、

翌
年
の
確
定
申
告
期
限
ま
で
で
す
。

f 

-
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
場
合

修
正
申
告
を
し
て
、
正
し
い
金
額
に

修
正
し
て
く
だ
さ
い
。
自
主
的
に
修
正

申
告
を
し
た
と
き
は
、
過
少
申
告
加
算

税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
延
滞
税

は
か
か
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
く

申
告
と
納
税
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い

0

・
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

た
だ
ち
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
自

主
的
に
期
限
後
申
告
し
た
と
き
に
は
、

無
申
告
加
算
税
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
延
滞
税
は
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
な
る
べ
く
早
く
申
告
と
納
税
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
什
年
度

合
併
処
理
海
化
槽
維
持

監
理
補
即
金
の
申
請
を

環
境
保
全
課
(
内
線
1
4
2
)

本
年
度
も
補
助
金
申
請
の
時
期
と
な

り
ま
し
た
。
記
録
票
や
領
成
書
な
ど
を

整
理
し
、
補
助
金
の
申
請
を
し
ま
し
ょ

切っ
。

補
助
対
象
経
費
平
成
日
年
4
月
1
日

か
ら
平
成
ロ
年
3
月
氾
日
の
期
間
に
要

し
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用

提
出
期
間

4
月
3
日
側
j

m
日
働

※
詳
し
く
は
「
広
報
お
お
む
ら
」

2
・

3
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

犬の登録と
狂犬病の予防注射を忘れずに

犬の飼p主は、犬を飼い始めて(生後90日以内の犬を飼p始め

た場合は、生後90日を経過した日)から30日以内に市に登録し、

狂犬病の予防注射を毎年 1回受けさせる義務があり ます。

今年度は、下記の日程で

1畜犬登録および狂犬病予防
注射を実施します。今年度

登録および予防注射がまだ

'済んでいない犬の飼い主の
で J 方は必ず受けてください。

、 また、登録していた犬の死
i亡 ・住所変更などの届け出

iも必要です。

f 

4.18 (火)

-犬のフンのあ としまつは飼い主が必ず行ってください 0

・犬はしっかり保持できる人が連れてきてください。
.人や他の犬に危害を加えるおそれのある犬は必ず口輪を

かけてつれてきてく ださい。
・市から送付されてきたはがきを忘れないように必ず

お持ちください。

料金:新規に登録をして狂犬病予防注射を受ける場合

狂犬病予防注射を受ける場合

鑑札再交付手数料

※おつりがないようにご協力ください。

・面回民軍語掴・ 環境保全課 (内線144)

6，050円

3，050円
1，600円

⑮ 

-24-

L一一一一

4.24 (月)

月日 時間 実施場所

9 :田-10:15 吋 ス 停 1 
10: 30-10 : 45 東光寺公民館

11 : 00-11 : 50 松原出張所

4.25 (火) 13: 20-13 : 40 武留路公民館

14: 05-14 : 35 松里黒木丸山公町パ民公ス館樟民館
14: 55-15 : 20 

i
昨日E : 0 0 ~ 1 0 : 1 5 :25-10~ 萱瀬タム建設記念 1 

: 50-11 : 05 久原公民館
4.26 (水) :四-11:印 寸1萱瀬出張所 会館 1 1 

: 20-13:;0)南川内公民館 斗
: 00-14 : 25 宮代公民館

14: 40-15 : 20 大村市農協萱瀬支所

i 9 :30-10:30 赤佐古公民館

i 4.27 (木) 11: 00-12: 00 市民会館臨時駐車場 1 

I 13: 1 0 -1 5 : 30 市民会館臨時駐車場 一「」
1-.-2 : 30-12 : 00 シーハットおおむら (ガレリ

i 4.28 (金)r13: 20-15 : 00 市民会館臨時駐車場



清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
願
い清

掃
課
(
宮
⑪
3
1
0
0
)

市役所

ft53圃 4111(代表)

-
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

(
4
月
お

日
5
5月
6
日
)
の
ご
み
収
集
お
よ
び

し
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て

燃
や
せ
る
ご
み

4
月
却
日
腕
・
・
・
通
常
通
り
収
集
し
ま

す
。
ほ
か
の
日
曜
・
祝
祭
日
は
休
み

し
尿
く
み
取
り

5
月
3
日
伽
・
・
・
通
常
通
り
業
務
を
行
い

ま
す
。

5
月
6
日
出
・
・
・
岩
藤
清
掃
の
み
行
う

ほ
か
の
日
曜
・
祝
祭
日
は
休
み

緊
急
の
時
の
連
絡
先

岩
藤
清
掃
(
合
③
3
2
4
7
)

大
村
清
掃
(
宮
@
0
2
3
3
)

野
田
清
掃
(
宮
⑤
8
4
4
0
)

-
し
尿
処
理
施
設
か
ら
の
お
願
い

最
近
、
オ
ム
ツ
・
カ
イ
ロ
・
タ
ワ

シ
・
油
・
布
・
生
理
用
品
・
下
着
な
ど

が
、
く
み
取
り
し
尿
の
中
に
混
入
し
て

お
り
、
処
理
中
に
ポ
ン
プ
、
配
管
に
詰

ま
り
大
変
困
っ
て
い
ま
す
。
便
槽
に
固

形
物
な
ど
を
投
入
し
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

-
日
割
表
に
つ
い
て

町
内
会
単
独
の
『
資
源
物
・
燃
や
せ

な
い
ご
み
収
集
日
割
表
』
の
内
容
を
確

認
の
上
、
町
内
会
で
決
め
ら
れ
た
方
法

で
、
決
め
ら
れ
た
場
所
へ
正
し
く
出
す

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

-
「
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
」
の

資
源
回
収
に
つ
い
て

7
月
1
日
か
ら
「
ボ
ト
ル
類
」

『
卵
パ
ッ
ク
」

・
『
レ
ジ
l
袋
」
・

「食

品
ト
レ
l
」
等
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

-
転
入
者
の
皆
さ
ん
ヘ

燃
や
せ
る
ゴ
ミ
は
、
市
販
さ
れ
て
い
る

無
色
透
明
の
ご
み
袋
で
出
す
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。
資
源
物
・
燃
や
せ
な
い
ご
み

の
出
し
方
は
、
各
町
内
で
多
少
異
な
り
ま

す
の
で
、
町
内
会
長
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
新
し
い
「
ご
み
出
し
ガ

イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

経
理
事
務
講
習
会

長
崎
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

(
宮

0
9
5
1
8
4
6
1
9
0
3
0
)

日
時

5
月
ロ
日
⑥
j

6
月
9
日
働

(
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
)
午
前

日
時
l
午
後
4
時
科
目
経
理
事
務

初
級
(
簿
記
3
級
受
験
・
ワ
ー
プ
ロ
基

礎
)
場
所
国
際
情
報
科
学
専
門
学

校
諌
早
校
(
諌
早
市
栄
田
町
)
資
格

再
就
職
を
希
望
す
る
女
性
で
、
求
職
活

動
を
し
て
い
る
人
・
全
日
程
受
講
可
能

で
、
簿
記
初
心
者
の
人
定
員

M
人

受
講
料
無
料
(
た
だ
し
、
教
材
費
は

自
己
負
担
)

受
付
期
間

4
月
5
日
附
か
ら
定
員
に

達
す
る
ま
で

危
険
物
取
扱
書
誌
験

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
長
崎
県

支
部
長
崎
県
消
防
防
災
課

(
宮

0
9
5
8
2
2
l
5
9
9
9
)

種
類
甲
種
・
乙
種
(全
類
)

・
丙
種

目
時

6
月
日
日
町
、
午
前
日
時

場
所
大
村
工
業
高
等
学
校
願
書
受

付
期
間

4
月
日
日
開
l
n
日
⑥

「
ブ
ラ
ジ
ル
発
見

5
0
0

年
ポ
ス
タ
ー
展
」
開
催

企
画
調
整
課
(
内
線
2
2
2
)

ポ
ル
ト
ガ
ル
共
和
国
が
ブ
ラ
ジ
ル
を

発
見
し
て
5
0
0
年
を
迎
え
る
こ
と
を

記
念
し
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
共
和
国
シ
ン

ト
ラ
市
と
本
市
の
姉
妹
都
市
の
交
流
事

業
の

一
環
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

日
時

4
月
日
日
l
m
日
、
午
前
9
時

l
午
後
日
時

場
所
コ
ミ
セ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー

な
が
さ
さ
阿
蘭
陀
年
特
別
企
画

ロ
イ
ヤ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
・
コ
ッ
ホ
と
印
象
派
展

な
が
さ
き
阿
蘭
陀
年
推
進
協
会

(
宮

0
9
5
1
8
2
7
1
1
8
2
5
)

-
ゴ
ッ
ホ
と
印
象
派
展

日
時

4
月
9
日
町
ま
で

-
ロ
イ
ヤ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

日
時

4
月
四
日
制
j

5
月
幻
自
由

時
間
午
前
9
時
j
午
後
5
時

場
所

長
崎
県
立
美
術
博
物
館
(
長
崎
市
)

あ
な
た
の
町
に

「
親
吾
ふ
れ
あ
い
・

あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
」

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

(
宮

@
9
1
0
0
)

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
お
も
ち
ゃ
を

作
っ
た
り
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
楽
し

く
遊
び
ま
す
。
近
所
に
お
友
達
を
つ
く

り
た
い
方
、
お
し
ゃ
べ
り
が
好
き
な
方
、

大
歓
迎
で
す
。

対
象
乳
幼
児
と
そ
の
親

時間:午前10時~11 時30分

場所 日程

=浦出張所 4/ 5 (水) ・5/10(水)

松原出張所 4/14 (金)・ 5/12(金)

鈴田出張所 4/19 (水) ・5/17(水)

西大村コミセン 4/21 (金) ・5/19(金)

竹松出張所 4/26 (水)・ 5/24(水)

福重出張所 4/28 (金)・ 5/26(金)

.4・5月予定

さ
く
ら
荘

開
館
お
周
年
記
念
演
芸
大
会

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
包

@
1
3
5
2
)

皆
さ
ん
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時

5
月
1
日
開
、
午
前
日
時
お
分

場

所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
り
が
み
で
あ
そ
ぼ
う

中
地
区
公
民
館
(
宮
⑬
1
3
7
6
)

お
り
が
み
で
季
節
の
行
事
を
折
っ
て

遊
び
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
。
誰
で
も

自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

4
月
辺
日
出
、
午
後
2
時
1
4

時
場
所
中
地
区
公
民
館

内
容
「
屋
根
よ
り
高
い
こ
い
の
ぼ
り
」

持
参
品
は
さ
み
・
ポ
ン
ド

平
成
ロ
年

春
の
農
作
業
標
準
賃
金
が

決
ま
り
ま
し
た

農
業
委
員
会
(
内
線
3
5
2
)

農
業
委
員
会
で
は
、
春
の
農
作
業
標

準
賃
金
を
左
記
の
よ
う
に
決
め
ま
し
た
。

作業別 単位 標準賃金

田(男植女共(手・食作事業関係)なし) 1日当り 5，500円

田植(機械) 10 a当り 5，000円-6，500円

田の耕起 10 a当り 6，000円一7，000円

賃耕料 田植代かき 10 a当り 5，000円-6，000円

畑の耕起 10 a当り 4，000円-5，000円

麦 刈 コンノfイン 10 a当り 6，000円-8，000円

一 25



市役所

ft53・4111(代表)

申
地
区
公
民
館

図
書
室
か
ら

中
地
区
公
民
館

(宮
@
1
3
7
6
)

中
地
区
公
民
館
の
図
書
室
で
は
、
図

書
の
貸
し
出
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。
児

童
書
・
絵
本
の
ほ
か

一
般
書
も
あ
り、

小
学
1
年
生
か
ら
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

貸
出
期
間

1
回
2
週
間
以
内

貸
出
冊
数

1
回
目
冊
ま
で

貸
出
時
間

午
前

9
時

l
午
後

5
時

(土
曜
日
は
午
前

m時
j
午
後
3
時
)

休
館
日

金
曜
日
、
日
曜
日
、

祝
祭
日

保健婦(士)・看護婦(士)等

臨時職員登録者募集

-看護婦(士)

・准看護婦(士)

-勤務場所・職種

。健康増進課[職種]保健婦(士)

。市立病院 [職種]看護婦(士)

ス
ト
i
リ
1
テ
リ
ン
ク

を
た
の
し
む
会

市
立
図
書
館

(宮
⑫

2
4
5
7
)

世
界
の
昔
話
が
い

っ
ぱ
い
!
語
り
の

世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

4
月
辺
日

ω、
午
後
2
時
j

3

時
場
所
市
立
図
書
館

内
容
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

(前
半

は
小
さ
い
子
向
き
・

後
半
は
大
き
い
子

向
き
の
お
は
な
し

)

対

象

幼
稚
園

年
長
児
ぐ
ら
い
か
ら
大
人
ま
で

入
場
料
無
料

-資格

保健婦(士)、看護婦(士)または准看護婦(士)
有 し、 市内にお住 まいの人

・申込方法

市販 の履歴書に写真 を貼付のうえ、免許証の写 しを添えて

人事課ま で申し込んで、く ださ い。

の免許を

随時

人事課 (内線 27 0) 

-申込期間

圃問い合わせ

l 諾詰h酋喜入場無料|合月の~図書
「失われた森」
レイ チェル ・カー ソン著

現代のエコ ロジーの流
れを決定づけた名著 「沈
黙の春jの著者の未発表
原稿集。これまでにない
角度からカーソンの人生
全体に光を当て、少女時
代の投稿作品や最近にな
って発見された原稿や手
紙なども収録しである。

10: 00~11 : 00 
14 : 00 ~ 15 : 00 

中地区公民館 10: 00~ 1 1 : 00 

トム ・ソーヤの冒険
~冒険官険また冒険~

ベン とエイモス
さるとかに

(アニメ10分)

(アニメ15分)

(児童劇20分)

(アニメ27分)

(アニメ23分)
(アニメ10分)

4/8 (土)おす3i12
忍、たま乱太郎の

がんばるしかない さ①

よわむ し太郎

お母さんの仕事

4/8 (土)

髪(瀬戸内寂聴蓄)/WHITE LOVE (谷村
志穂ほか蓄)/象牙色の眠り (柴田よしき善)
/ジャパンズ ・ルネサンス (霊男芳浩蓄)/
道草食う記 (原田宗典蓄)/夢の吾供たち (加
藤幸三子蓄)/見返り仏の女 (小笠原京蓄)/
機体消失 (内田モトキ著)/薬の麦配者 (儀
我壮一郎著)/世界のはての泉上 ・下 (ウィ
リアム・モリス著)/400年の遺言 (柄刀一著7
/秘密のひととき (赤川次郎著) /霊の約束 (藤
野千夜著)/飲料水を考える (和田洋六蓄)

この他にもたくさんの新着図・を周憲しています。
どうぞ、ご利用ください。

.苗i暗証恒三・

市立図書館 TeI.Fax.52-2457

金曜日の
開館時間延長のお知5せ

下記の期間、試験的に毎週
金曜日の開館時間を 1時間
延長し、午後 7時までにし
ます。ただし、 利用できる
のは、一般室と新聞 ・雑誌
コーナーのみです。児童室・
学習室は今までどおり、午
後6時までです0

・坦君主1;1由・

4月7日(金)

V 
6月30日(金)

cで~ 生涯安心を目指した取り崩し型預金 -fj3) 

〕介護策.g".(~伸f引
詳しくはお近くのけんみん窓口ヘー)

昼間テ:ATMでλ重言bi'
でき・るよラ1~?Jt:Jました!!

手数料はけんみん負担 (出金手数料と同じ)
介護預金へのご入金/ご出金は、お近くの郵便局のATMもご利用頂けます

z 
KFPけんみん
長崎県民信用組合

ザ
郵便貯金

大村支底

〒856・0822大村市古町2T13517・1
TEL0957・54・1155

曹の原出張所
干856・0806大村市富の原2丁目355・4
TEL0957・55・9741

z 
KFPけんみん

長崎県民信用組合
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申
央
公
民
館
か
ら
の
募
集

中
央
公
民
館
(
包
@
3
1
6
1
)

市役所

ft53圃4111(代表)

-
「
あ
な
た
が
つ
く
る
公
民
館
講
座
」

募
集だ

れ
で
も
自
由
に
企
画
し
、
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
る
市
民
に
よ
る
市
民
の

た
め
の
講
座
で
す
。
こ
ん
な
講
座
が
あ

っ
た
ら
い
い
な
、
こ
ん
な
講
座
を
や
っ

て
み
た
い
と
思
う
講
座
を
自
分
で
企

画
・
運
営
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

自
由
な
発
想
の
講
座
を
ど
し
ど
し
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

-
「
ま
ち
な
か
達
人
」
募
集

趣
味
や
仕
事
で
身
に
つ
け
た
知
恵
や

特
技
を
公
民
館
な
ど
で
教
え
た
り
伝
え

た
り
す
る
達
人
を
募
集
し
ま
す
。

「
あ
な
た
が
つ
く
る
公
民
館
講
座
」

「
ま
ち
な
か
達
人
」
の
申
込
方
法

中
央
公
民
館
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
し

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

送
り
先
干
8
5
61
0
8
3
6

幸
町
お
お
中
央
公
民
館
ま
で

-
「
子
ど
も
な
ん
で
も
体
験
隊
」
募
集

森
や
海
ヘ
出
か
け
た
り
、
手
話
を
学

ん
だ
り
、
み
ん
な
で
い
ろ
い
ろ
な
体
験

を
し
て
み
よ
う
。

日
時

5
月
日
日
出
i
平
成
日
年
2
月

日
日
出
、
毎
月
第
2
土
曜
日
(
計

m回
)

午
前
9
時
お
分
l
正

午

対

象

小

学

4
年
生
1
6
年

生

定

員

初

人

受

講

料

無

料

申

込

方

法

往

復

は

が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・
学
校
名
・
学

年
・
電
話
番
号
・
講
座
名
を
書
い
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
多
数
の
場

合
、
抽
選
し
ま
す
。

申
込
期
限

4
月
初
日
側

市
民
ブ
ー
ル
の
監
視

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

山駒
大
村
市
振
興
公
社
(
宮
⑫
7
2
0
0
)

(シ
l
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
)

期
間

7
月
2
日
佃

1
9
月
3
日
制

資
格
高
校
生
(
学
校
の
許
可
が
必
要
)

大
学
生
・

一
般
・
泳
げ
る
人
で
体
力
に

自
信
の
あ
る
人
・
長
期
継
続
勤
務
で
き

る

人

定

員

ω人
程

度

内

容

プ

ー
ル
業
務
全
般
・
早
出
、
遅
出
体
制

申
込
方
法

履
歴
書
を
シ

l
ハ
ッ
ト
お

お
む
ら
ヘ
持
参
、
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
(
勤
務
可
能
な
時
間
を
記
入
)

申
込
期
限

5
月
旦
日
制

a寝込側交通寄金ワラフ
竃雀望星3 今年も「幼児の交通事故防止Jのた
可幅~ めに幼児交通安全クラブ (こぐまち

ゃん)を開催します。

参加費:無料持参品:クレヨン

-

大
村
城
南
高
校

-
ス
ク
ー
ル
モ
ニ
タ
ー
募
集

-

大
村
城
南
高
校
(
宮
⑪
3
1
2
1
)

ス
ク
ー
ル
モ
ニ
タ
ー
の
役
割
本
校

が
依
頼
す
る
テ
l
マ
に
応
じ
て
本
人
の

考
え
や
家
庭
・
職
場
・
地
域
等
の
意
見

等
を
取
り
ま
と
め
文
書
に
よ
り
提
出
す

る
。
定
員

5
人

程

度

依

頼

期

間

7
月
1
日
i
u月
況
日
の
6
か
月

応
募
締
切

5
月
口
日

ω

※
応
募
要
項
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
大
村

城
南
高
校
(
教
頭
)
ま
で

平
成
ロ
年
度

手
話
講
習
会
受
講
生
募
集

福
祉
課
(
内
線
1
5
7
)

期
間

5
月
日
日
i
U月
お
日
、
毎
週
火

曜
日
、
午
後
6
時
お
分
j

8
時
お
分

場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
定
員
入

門
コ

l
ス
:
・
必
人
・
基
礎
コ

1
ス
:
・
必

人
・
養
成
コ

l
ス

:-m人
(
全
コ

1
ス
と

予定日 時間 場所

4月5日(水) 10 : 00 宮小路公民館

4月10日(月) 10 : 30 西大村コミセン

4月11日(火) 10 : 30 玖島第1公民館

4月12日(水) 10 : 00 福重出張所

4月14日(金) 10 : 30 富の原2丁目公民館

4月18日(火) 10: 00 池田公民館

4月18日(火) 10 : 00 杭出津親和会公民館

4月19日(水) 10: 30 本小路団地集会所

4月20日(木) 10: 00 原口アパート公民館

4月25日(火) 10 : 00 中地区公民館

4月26日(水) 10 : 00 上久原公民館

4月26日(水) 14: 00 木場コミセン

4月27日(木) 10 : 30 松並2丁目公民館

※都合により、開催日 ・開催場所を変更すること
があり ますので事前にお問い合わせください0

・面lV，謹iJ:C.i・

大村市交通安全協会 853-9889

も
高
校
生
以
上
で
す
)

受
講
料
無
料
(
た
だ
し
、
教
材
費
な
ど

実
費
)

申
込
方
法
往
復
は
が
き
に
希
望
コ
ー

ス
・
住
所
・
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
・
生
年

月
日
・

電
話
番
号
・
勤
務
先
を
記
入
の
う

え
「
干
8
5
6
1
8
6
8
6
玖
島
1
丁
目

お
番
地
福
祉
課
」
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。
返
信
用
の
は
が
き
に
も
住
所
・
氏
名

を
必
、
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

4
月
初
日
側
消
印
有
効

聞
護
身
術
教
室
の
ご
案
内

園
少
林
寺
拳
法
協
会

圃

坂
口
(
宮
⑮
9
6
0
6
)

日
時

4
月
の
毎
週
水
・
土
曜
日
、
午

後
8
時
j

m
時
場
所
水
曜
日
・
:
武

道
館
、
土
曜
日
:
・
児
童
体
育
館
(
富
の

原
1
丁

目

)

対

象

高

校

生

以

上

受
講
料
無
料

-
長
崎
県
第

7
E

園
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員
募
集

圃

市
川
(
宮
⑪
5
7
3
3
)

少
女
で
あ
れ
ば
宗
教
、
人
権
、
国
籍

の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
幼
稚
園
(
年
長
)

か
ら
誰
で
も
入
団
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
キ
ャ
ン
プ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
等
の
野

外
活
動
や
募
金
、
施
設
慰
問
等
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
地
域
社
会
と
結
び

つ
き
な
が
ら
友
情
を
育
み
生
き
る
力
を

養
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

合 (52)3066
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市役所

ft53-4，111 (代表)

「
ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

ウ
イ
ン
グ
九
州
2
0
0
0」

長
崎
県
団
員
募
集

コ
ミ
セ
ン
(
告
@
3
1
6
1
)

訪
問
先
中
華
人
民
共
和
国
(
天
津
・

北
京
)
・
大
韓
民
国
(
ソ
ウ
ル
)

応
募
資
格
満
加
歳
以
上
満
却
歳
未
満

の
男
女
。
県
内
居
住
1
年
以
上

日
程

8
月
四
日
j
幻
日

(
9
日
間
)

募
集
人
員
お
人
(
男
子
U
人
・
女
子

U
人
)

募
集
期
間

4
月
3
日
間
1
5
月
1
日

同
月圃

青
年
国
際
交
流
事
業

聞

コ
ミ
セ
ン
(
岱
⑧
3
1
6
1
)

青
年
国
際
交
流
事
業

①
航
空
機
に
よ
る
青
年
の
海
外
派
遣

②
世
界
青
年
の
船

③
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船

詳
し
い
内
容
・
応
募
方
法
等
は
市
コ

ミ
セ
ン
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

車
周
年
海
外
協
力
隊

募
集
説
明
会
開
催

3タ国
4 1際
9~ 協

n力
0事
9業
3団
|九
6州
7国
1際
|セ
8ン

職
種
農
林
水
産
・
加
工
・
保
守
操

作
・
土
木
建
築
・
保
健
衛
生
・
教
育
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
7
部
門

(
1
4
0
種
)

募
集
人
員
約
8
0
0
人
応
募
資
格

5
月
初
日
現
在
、
満
却
歳
か
ら
満
治
歳

ま
で
で
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
派
遣

国

約

ωか
国
(
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
・
中
南
米
・
中
近
東
・
大
洋
州
・
東

欧
)
派
遣
期
間

2
年
間
募
集
期

間

4
月
日
日
開
1
5
月
初
日
出

説
明
会

4
月
日
日
側
、
午
後
6
時
加
分
1
8
時

必
分
・
長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
l
ル

4
月
お
日
側
、
午
後
6
時
却
分
i
8
時

必
分
・
佐
世
保
中
央
公
民
館

5
月
9
日

ω、
午
後
6
時
却
分
1
8
時

必
分
・
諌
早
市
民
セ
ン
タ
ー

5
月
日
日
側
、
午
後
6
時
却
分
1
8
時

必
分
・
メ
ル
カ
つ
き
ま
ち

※
説
明
会
で
資
料
・
願
書
を
配
布
し
ま

す
が
、
郵
送
を
希
望
す
る
人
は
3
9
0

円
切
手
を
同
封
の
う
え
、
住
所
・
氏
名

等
連
絡
先
を
明
記
し
、
干

8
0
5
1
8

5
0
5

北
九
州
市
八
幡
東
区
平
野
2

2
1
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

楽
し
い
ウ
ク
レ
レ
の
会

会
員
募
集

山
口
(
宮
②
4
2
2
4
)
ま
た
は

佐
藤
(
宮

0
9
0
1
8
2
2
0
1

9
8
6
6
)
 

私
た
ち
と

一
緒
に
「
楽
し
い
ウ
ク
レ

レ
」
を
し
ま
せ
ん
か
!
初
心
者
の
方
歓

迎
し
ま
す
。

練
習
日
時
毎
週
金
曜
日
、
午
後
7
時

1
9時
場
所
中
央
公
民
館

募
集
人
員

4
1
5
人

講
師
宮
崎
博
司
先
生

.市「気調WJ
おおむら陸上競技カーニバル大会

口の中に当てはまる番号を答えてください。

2月号では衆議院の解散日と投票日について掲載しまし
たが、今回は選挙運動期間についてです。
選挙運動ができるのは、公示日に立候補届出が受理され

てから投票日の前日までとなっています。期間の長さは選
挙によって異なり大村市議会議員選挙の場合は 7日間、長
崎県議会議員選挙の場合は 9日間、衆議院議員選挙の場合
は口 日問、そして参議院議員選挙と知事選挙が最も長い17
日間となっています。

①5日間 ②12日間

15 : 00-

18 : 00-
部

部
の
の

生

般

1
J
尚子

一

土

中
.

臥

小
敵

A
U
始

月

調

尽
lv
樹

時日

③20日間

お
も
て

ス
b

一
回

玖
島
1
丁
目
白
番
地

岡
凶

同
凶

居

市
選
挙
管
理
委
員
会

固

事
務
局

回
日嗣

〕

応募締切 4月20日(木)当日消印有効

※正解者5人に記念昂を贈呈 (正解者多数の場合は抱選。
当選人の発表は発送をもって代えさせていただきます)

問い合わせ 選挙管理委員会事務局 (3月号の正解/1)

つ
り

~ 
クイズの答

住所

氏名

年齢

電話番号

市営陸上競技場

小学5・6年生男女'''100m. 1，000m . 

400mリレー・走幅跳-ソフトボール投

中学生男女…100m'1，500m . 400mリレー

走幅跳・砲丸投・棒高跳(男子)

高校一般男子"'100m. 400m . 5，000m・

400mリレー・走幅跳・砲丸投

高校一般女子…100m'400m . 3，000m・

400mリレー・走幅跳・砲丸投

陸上競技に耐える体力があり、児童生徒に

おいては保護者の承諾を得た人。

市内外は問いません。

無料

4月7日(金)-4月26日(水)必着

スポーツ振興課(内線366)

場所

競技種目

参加資格

申込料

申込期間

問い合わせ

-28-



大
村
勤
労
者
体
育
施
設

農
肉
(
温
水
)
プ
i
ル

利
用
の
案
内

屋
内
プ
l
ル

(
包
⑫
2
3
2
2
)

会
員
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ど

な
た
で
も
自
由
に
何
時
間
で
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

時
間

7
・
8
月
:
・
午
前
日
時
j
午
後

9
時
、
6
・

9
月
:
・
正
午
l
午
後
9
時、

そ
の
ほ
か
の
月
・
:
正
午
j
午
後
8
時

料

金

大

人

・

高

校

生

5

0

0
円

(
7
・
8
月
3
5
0
円
)
・
雇
用
保
険
の

被
保
険
者
4
0
0
円

(
7
・
8
月
3
0

0
円
)
・
小
学
生
・
中
学
生
2
5
0
円

(
7
・
8
月
2
0
0
円
)
※
幼
児
は
無
料
。

3
歳
未
満
は
入
水
不
可
。

定
休
日
毎
週
月
曜
日
・
年
末
年
始

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

小
さ
な
掛
金
大
き
な
縛
償

市役所

ft53圃 4111(代表)

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
長
崎
県
支
部

(
宮

0
9
5
1
8
4
5
2
9
2
6
)

子
供
会
や
運
動
ク
ラ
ブ
な
ど
5
人
以

上
の
団
体
で
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
保
険
で
万
一
の
け
が
や
賠
償

責
任
、
突
然
死
な
ど
の
事
故
に
備
え
ま

し
ょ
切
っ
。

掛
金

1
人
年
額
・
・・
子
供
や
文
化
活
動

4
5
0
円
、
一
般
1
、
4
0
0
円
(
老

人
ク
ラ
ブ
団
体
8
0
0
円

)

補

償

事
故
に
よ
る
死
亡
、
後
遺
障
害
2
、

0

0
0
万
円
(
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
5
0
0

万
円
)
・
入
院
1
日
に
つ
き
4
、
0
0

0
円
(
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
1
、
8
0
0

円
)
・
通
院
1
日
に
つ
き

1
、
5
0
0

円
(
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
1
、
0
0
0
円
)

賠
償
責
任
対
人
1
億
円
、
対
物
5
0

0
万
円
、
突
然
死
お
よ
び
日
射
病
な
ど

の
見
舞
金
1
4
0
万
円

※
加
入
申
込
書
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
・

屋
内
プ
l
ル
・
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
貸
出
受
伺

の
変
更

働
大
村
市
振
興
公
社
(
宮
⑫
7
2
0
0
)

(シ
l
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
)

4
月
1
日
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
貸

出
業
務
が
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
か
ら
「
例

大
村
市
振
興
公
社
」
に
変
更
し
ま
す
。

ナ
イ
タ
ー
の
抽
選
会
、
テ
ニ
ス
利
用
団

体
協
議
会
に
つ
い
て
も
「
腕
大
村
市
振

興
公
社
」
が
担
当
し
ま
す
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
会
員
募
集

広
池
(
宮
⑬
7
5
2
1
)

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
パ

l
ド
ゴ
ル
フ
に
興

味
の
あ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
会

員
は
現
在
日
山
名
程
で
す
の
で
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

練
習
日
毎
週
火
・
土
曜
日
、
午
後
1

時
l

場
所
市
営
陸
上
競
技
場

「第41回KTN杯長崎県銃剣道大会」で
優勝。 5連覇を達成した大村市協会
の皆さん。

「第10回全九州中学校男女選抜ソフトボール
大会」に出場する桜が原中学校ソフトボール
部の皆さん (2/25・市役所)

「第28回九州アンサンブルコンテス
ト」で金賞を受賞した玖島中学校吹
奏楽部の皆さん (2/25・市役所)

「第5回九州少年サッカ一新人大会」
に出場するMFサッカースポーツ少
年団の皆さん (2/25・市役所)

第49回郡市対抗県下一周駅伝大会で
連覇を果たした大村・東彼チームの
皆さん (2/22・市役所)

T躍'ñ~ttるのを
K感謝の心で
Y ，~.んでMぐ

[た|け|や|

All Round Supplying Food Co，Ltd. 

TαKeYa 
代表取締役社長竹本欣也

本社長崎市岩川町7・13
095 (845) 1168 (代)

・大村委託先事業所
・コマツ電子金属
・コマツ桂生寮・コマツ第二E量生寮
.大村郵便局
・長崎県立教育センター

私達の心はカスタマー・サティスフアクション・
私達の仕事はコンセプト・クリエーター
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市役所

ft 53-4，111 (代表)

ご
寄
付

ご
好
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
藤
崎
米
作
(
古
賀
島
町
)

5
万
円
V
毛
利
須
柴
代
(
植
松
3
丁
目
)
日
万

円
V
晦
日
和
子
(
片
町
)
却
万
円
V
田
添
ミ
ツ

子
(
久
原
1
丁
目
)
叩
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
野
本
倫
代
(
諏
訪
3
丁

目
)
金

一
封
V
入
口
ト
シ
エ
(桜
馬
場
2
丁
目
)

m万
円
V
小
佐
々
清
明

(
水
主
町
2
丁
目
)

鹿
間
朝
子
(
玖
島
1
丁
目
)
日
万
円
V
森
純
子

(東
三
城
町
)

5
万
円
V
相
田
ト
ラ
(
片
町
)

日
万
円

医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

V
大
崎
ユ

キ
エ
(
杭
出
津
3
丁
目
)

5
万
円
V
小
森
俊
彦

(
竹
松
本
町
)
叩
万
円

。
一
般
寄
付

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
本
経
寺
寒
行
団
(
古
町

1
丁
目
)
H
m
万
円

文
化
基
金
へ

V
本
経
寺
寒
行
団
(
古
町
1
丁

目
)
H
m
万
円

鈴
田
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
渡
這
綾
子
(
陰

平
町
)

叩
万
円

清
和
国
へ

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
松
尾
謙
・

小
下

一
義
)
H
理
容
奉
仕

パ
i
ル
ハ
イ
ム
へ
V
九
州
電
力
船
H
ス
ズ
ラ
ン

光
と
緑
の
園
へ

V

へ
ア
メ
イ
ク
2
M
M
理
容
奉

仕
V
立
石
鶴
松
(
古
賀
島
町
)
し
め
じ
V
中
地

区
お
話
の
会
H
絵
本
読
み
聞
か
せ
V
天
理
教
婦

人
部
H
繕
い
物
奉
仕

三
彩
の
里
へ

V
実
天
宮
神
社
H
音
楽
祭
招
待
ほ

か
V
沢
ノ
井
本
店
H
ケ
l
キ

松
原
の
さ
と
へ

V
日
本
財
団
H
リ
フ
ト
付
軽
自

動
車
V
山
田
庚
平
(
武
留
路
町
)
尺
八
演
奏
V

七
山
登
(
松
原
本
町
)
タ
オ
ル
V
草
場
民
謡
ク

ラ
ブ
H
舞
踊
V
小
林
正

一

(
野
岳
町
)
鉢
植
V

緒
方
繁
樹
(
野
岳
町
)
野
菜
V
入
口
サ
ツ
(
野

岳
町
)
野
菜

慈
恵
荘
へ

V
赤
木
信
雄
(
富
の
原
1
丁
目
)

下
川
信
義
(
富
の
原
1
丁
目
)
車
い
す
磨
き
V

永
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う
V
松
永
シ
ズ

エ

(
松
並

1
丁
目
)
・
辻
み
ち
子
(
松
並
1
丁
目
)
生
花

教
室
指
導
V
長
崎
き
の
こ
H
し
め
じ
V
九
州
電

力
側
H
ス
ズ
ラ
ン
V
山
崎
祐
子
(
木
場
2
丁
目
)

日
万
円
V
菅
ひ
ろ
子
(
木
場
1
丁
目
)
日
万
円

宝
樹
苑
へ

V
萱
瀬
小
学
校
1
・
4
年
生
H
交
流

会
慰
問

さ
っ
き
盟
へ

V
松
本
浩
気
(
東
大
村
1
丁
目
)

さ
っ
き
苗
V
前
野
勝
(
東
大
村
1
丁
目
)
野
菜

湧
泉
荘
へ

V
華
の
会
H
日
本
舞
踊
V
西
大
村
小

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
・
諏
訪
保
育
園
・

わ
か
ば
保
育
園
リ
交
流
会
慰
問

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V
野
口
ハ
ツ
(
東
大
村
1
丁

目
)
歌
・
お
話
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
V
本
町
保
育

所
日
歌
、
お
遊
戯
交
流

泉
の
皇
へ

V
立
正
佼
成
会
諌
早
教
会
大
村
支

部
H
供
養
V
登
貴
和
木
会
H
奉
仕
V
永
淵
屋
H

ま
ん
じ
ゅ
う
V

一
瀬
タ
カ
ヨ
(
三
城
町
)

5
万

円
V
岩
本
贋
巳
(
田
下
町
)
・
坂
口
清
松
(
諏

訪
2
丁
目
)
慰
問
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
V
長
崎

き
の
こ
H

し
め
じ
V
長
崎
県
労
働
金
庫
大
村
支

庖
リ
机
・
い
す
V
筒
井
正
志

(
水
田
町
)
紙
オ

ム
ツ
ほ
か
V
相
田
ト
ラ
(
片
町
)
叩
万
円
V
民

修
会
H
慰
問

ワ
ー
キ
ン
グ
ヒ
ル
ズ
へ

V
藤
井
ス
ナ
子
(
久
原

1
丁
目
)
農
園
芸
作
業
V
吉
野
直
道
(
多
良
見

町
)
農
園
芸
作
業
V
園
田
百
合
子
(
水
計
町
)

電
子
オ
ル
ガ
ン

鈴
田
の
里
学
園
へ

V
中
尾
義
秋
(
陰
平
町
)
野

菜
V
渡
辺
健
市
(
陰
平
町
)
野
菜
V
城
間
久
良

(
大
里
町
)
み
か
ん
V
キ
グ
レ
Z
O者
サ
ー
カ
ス
H

長
崎
公
演
無
料
招
待

ベ
イ
サ
イ
ド
大
村
へ

V
大
村
吟
詠
会
H
詩
吟
指

導
V
芳
文
美
(
玖
島
2
丁
目
)
民
舞
指
導
V
鹿

山
恭
子
(
久
原
2
丁
目
)
折
り
紙
指
導
V
平
野

重
郎
(
玖
島
2
丁
目
)
書
道
指
導
V
こ
ま
ど

り
H
演
芸
慰
問
ほ
か
V
三
浦
保
育
園
H
慰
問
ほ
か

Y
一浦
小
学
校
日
突
流
学
習
会

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春

(
本
町
2
丁
目
)

1
万
円
V
本
山
辰
夫
(
寿
古
町
)
米
・
野
菜
V

立
石
鶴
松

(
古
賀
島
町
)
し
め
じ
V
ヤ
マ
ト
運

輸
相
側
長
崎
主
幹
支
庖
H

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
入
場

券
ほ
か
V
長
崎
市
企
画
文
化
振
興
課
H
劇
招
待

V
側
電
通
H
絵
本
V
畏
天
宮
保
育
園
ほ
か
H
音

楽
祭
招
待
V
篭
原
節
子

(原
口
町
)
菓
子
V
悌

三
協
H

ラ
ン
ド
セ
ル

「
声
の
手
帳
」
を
寄
贈

N
T
T
大
村
営
業
所
か
ら
「
声
の
手
帳
」
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
乙
の
手
帳
は
、
耳
や
言
葉
が
不

自
由
な
方
の
外
出
先
な
ど
で
利
用
で
き
る
も
の

で
す
。

N
T
T
 

大村市内の交通事故発生状況
3月1日現在

区 分 件数・死傷者数 前年同期比

人身事故 8 7 +2 9 

死 者 O 十 O 

負傷者 1 2 0 +47 

物損事故 276 - 1 2 

社
~ 
ZJ; 

福
祉
基
金

へ
寄

妙宣寺寒修行団は、各檀家の寒修行で m
集まったお布施を福祉事業へ役立てて .曜
と福祉基金へ寄付されました。

ス
ズ
ラ
ン
の
寄
贈

いずれも今年 1月からの事故です。大村警察署

4月の競艇

女6日----11日

大村市長杯争奪競艇発祥地記念競走

一般戦女19日----23日

女22日・ 23日

九州電力からスズランが市役所や市内
の福祉施設などに贈られました。

女27日----30日

九州銀行
大村麦后

-30-



おレジター4周の
2目 当番医 18日リハビリ教室「根気の会」 すこやかセンター

(内・小)松井医院久原2丁目宮@l6624
(日) (産) 大村中央産婦人科 本主町2丁目 色 @3850 ω 13:30-15 :30 ⑮手芸

リハビリ教室「根気の会」 すこやかセンター 19日幼児教室 (お口と健康と食生活)すこやかセンター

4目 ⑧13:30-15 :30⑮体力測定・レクリエーシ ョン
(水)

⑧平成9年10月-11月生まれ

乳幼児すくすく健康相談 松原出張所
⑮母子健康手帳 ・問診票・歯ブラ シ・タオル・コ ップ

ω ⑧13:30-15:00⑮小児がん(神経芽)の検査セ ット ことば‘の教室 (親子つどいの広場)すこやかセンタ- 9: 30-11:30 
を渡します。育児相談 (初めての方は、すこやかセンターまで、 電話で申し込んで下さい。)

58 マターアイスクール ~明日の親のための学級(1)----20日 ⑮⑮は13日と同様
すこやかセンター 13:30-16:00 

(水) ⑮母子健康手帳 (~ 1 j嚢6か月児健康診査 すこやかセンター

1歳6か月児健康診査 すこやかセンター
⑧13:00-13:20 ~⑮は6日と同様

68 ⑧13 :00-13:20 ⑧平成10年9月生まれ(平成10年4 献血車巡回日 市役所玄関前 9:30-11:45 

。同 月-8月生まれでまだ受けていない人も受診してください。)
⑮母子健康手帳・問診票・母子共現在使用中の歯ブラシ マタニティスクール ~明日の親のための学級(3)----

9日 当番医 夜の部「お父さん出番ですよPART1J 
(外胃腸)田 崎医院古町1丁目 n@l123421日 すこやかセンター 18:30-20:30 

(日) (産) ウーマンズクリニックナガノ 東二城町 宮@l1123 ⑧新婚夫婦・妊婦とその家族・乳児の父母

10日 ことば‘の教室 すこやかセンター 13:30-16:00 6島 ⑮母乳育児と父親の役割について

(初めての方は、すこやかセンターまで、電話で申し込んで下さい。) 1歳 6か月児健康診査 すこやかセンター
何 ⑮母子健康子帳⑧ことばの発達等が気になる幼児 ⑧13:00-13:20 ⑧⑮は6日と同様

乳幼児すくすく健康相談 すこやかセンター
当番医

信9:30-11ω ~4か月児児は(想ガ以3ゼ苧上が品あ場れ群暫f持弘参主巌し号てく時荒れFLい)， ) 
23日 (内呼吸) ともなが内科クリニック杭出津2丁目 宮@5000

12日 ⑧13:30-15:00⑧10か月 (目) (眼) 長津眼科医院沖田町 宮@9300

(水)
⑮子供用歯ブラシ(現在使用中のもの)また

24日ことば‘の教室 すこやかセンター 13:30-16:00 
マタ二アイスクール ~明日の親のための学級(2)----
すこやかセンター ⑧13:30-16:00 伺) ⑮⑧は13日と同様

⑮歯ブラシ(使用中のもの)、1リットル牛乳パック

26日マタ二ティスクール ~明日の親のための学級(4)----

ことばの教室 (親子つどいの広場)すこやかセンタ- 9 :30-11:30 すこやかセンター 9:30-13:30 

(初めての方は、すこやかセンターまで、電話で申し込んで下さい。) (水) ⑮母子健康手帳・エプロン・材料費400円程度

13目 ⑮母子健康手帳⑧ことばの発達等が気になる幼児とその母親 ことば‘の教室 (親子つどいの広場)すこやかセンタ- 9: 30-11:30 

'*) 3歳児健康診査 すこやかセンター

27日
(初めての方は、すこやかセンターまで、電話で申し込んで下さい。)

⑧13:00-13:20 ⑧平成8年10月生まれ(平成8年 ⑮⑧は13日と同様

5月一9月生まれでまだ受けていない人も受診して (別 3歳児健康診査 すこやかセンターくださpo)⑧母子健康手帳、問診票、子供用歯ブラシ

1伊耳とことば、の相談 ⑧13:00-13: 20 ⑧⑮は13日と同様

福祉センター 13:00-15:00 29日
当番医

188 当番医 (内・小)与 那城医院池田新町宮@l5575

(内・外)牧 山 医 院 宮小路2丁目 宮@7831 仕・栂 (州.n門)原 医 院宮小路1丁目宮@8427
(日) (整) 貞松病院東本町 宮⑪1161

30日ff九 藤医院東本町的問乳幼児すくすく健康相談 竹松出張所

17日
⑧9:30-11:00⑮小児がん(神経芽)の検査セ ット (目 I(産) レディースクリニックしげまつ 古町1丁目 n@9200 
を渡します。育児相談

(用 一般健康相談 すこやかセンター
略号の説明 ⑧…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容

⑧9:30-9:45 ⑮血圧測定・体脂肪量測定 ⑧…持ってくるもの

栄養相談ほか 当番医の診療時間 9:00-18:00 

市
税
(
市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
国
民
健
康
保
険
税
等
)
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で
(
固
定
資
産
税
の
納
期
は

5
月
か
ら
で
す
)

fi53-1351 

fi54-9100 
一
一
一
一

タ

タ

タ

夕

、

/

、

/

、

/

、

ノ

セ

セ

セ

セ

祉

祉

化

、リ
f

福

福

↓
文
デ
ト

ふ
ロ
柚
陛
ク
苔
同
市
一
二

訟
仙
司
木
い
し
法
ゆ
同
二

市
計
ザ
帝
w

ュ

村

村

口
村
↓

ミ

大
大
作
大
ω
コ

・

・

園

田

合 55-8314

fi55-8614 

包 55-8501

置竹松出張所

麗福重出張所

・松原出張所

| 主な公共施設 l 
ι! fi20-7200 fi53-4111 聞大村市役所

fi54-3161 宮 54-3100-大村市清掃センターfi53-3725 園西大村出張所

宮 52-2161

合 52-2739

宮 53-1376

-31-

-大村市立病院

国大村市民会館

闘中地区公民館

合 53-1111

宮 52-2457

fi53-1979 

園大村市水道部

軍大村市立図書館

・大村市立史料館

宮 52-6475

fi52-2023 

告 55-7001

.三浦出張所

-鈴田出張所

書萱瀬出張所



色

わがまち自慢・再発見lシリーズ@

SINTRACLUBvOL10 
[シントラ・ クラブ]

平成9年 8月大村市はポルトガル共和国シ
ントラ市と姉妹都市を結びま した。平成9年

以降にシントラ市を訪れた子供たちは、今も
交流を行っています。この子どもたちが、交
流を通じて感じ学んだことを掲載します。

向陽高等学校 永浦 麻衣子

7月19日、まちに待ったこの日 。 てくれ使ってくれました。こういう

教え合う事に国際交流の意図的なこ

とも実感できました。毎日毎日ホス

トファミリーは私達をいろんな所に

乙ノ

内心「本当に会話できるのだろうかj

というさまざまな不安で埋っていま

した。

暖かい歓迎に包まれて持っていた

不安は薄れたように感じました。私

達 2人をホームステイさせていただ

いたフへイラさんファミリ ーと対面

しました。ファミリーは笑顔で迎え

てくれました。優しそうで楽しそう

だなというのが第一印象でした。慣

れない英語に少しとまどったけど。

街並みはとてもきれいでした。 しか

し、道路や建物のそばは、ここはゴ

ミ箱なんだろうかというぐらい

ゴミが投げ捨ててあり、汚いなぁと

感じました。ポルトガル語はとても

難しく、なかなか覚えられませんで

した。反対に日本語を教えると覚え

連れて行ってくれました。私が思っ

た第一印象は的中で、日にちが経つ

につれて私は帰りたくなくなってし

まいました。

お別れの日。いつもに ぎやかだっ

た車の中も静まり返っていきました。

私も淋しくて言葉が出ませんでした。

この10日間の思い出と私達をこ乙ろ

よく受け入れてくれた家族の優しさ

が頭の中を横切りました。感謝の気

持ちとが入り混じり、あふれてくる

ものが止まりませんでした。またい

つかポルトガルの家族に会いに行き

たいと思っています。

4月のM ゆ..  
/ 三ノ

ラジオ・新聞で大村の情報を
市民相談コーナー (秘書広報課)ですべて無料で行って

います。お気軽にご相談ください。

5日 (水) 法律相談 10 : 00-15 : 00 

6日 (木) 人権相談 10 : 00-15 : 00 

13日(木) 行政相談 9 : 30-12 : 00 

19日 (水) 法害相談 10 : 00-15 : 00 

25日(火) 交通事故相談 10 : 00-16 : 00 

26日 (水) 年金相談 10 : 00-15 : 00 

28日 (金) 不動産相談 13 : 00-16 : 00 

※受け付けは当日の午前8時30分からです。 (電話での受け付けはいたしません)
※法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります。

ラジオ・新聞で大村の情報をお知らせしています。

FM長崎 rMYCITY MY TOWNj 
日時毎週土曜日午前8時55分'-""9時

長崎新聞 『市民生活の案内板 情報コーナ-j

掲載日 毎月第2・第4火曜日発行の朝刊紙

三ノ 斗J 史料館に「松田毅一南蛮文庫」誕生

お|お|
lむ|ら|

毎月1回発行
発行/大村市

干856-8686 長崎県大村市玖島1丁目25番地

TEL0957-53-4111 (代)

[市民の声ファックス]FAX.54-6600 
編集/秘書広報課
印刷/オム口プリント株式会社

昭和30年1月「大村純忠伝J(大村純忠伝記刊行会)を出版

するなど、大村市と深い関わりがあった、故松田毅一氏のご

遺族から、蔵書5，400点が寄贈されました。この中には「フ

ロイス・日本史jの写本が童まれるなど量重な物です。これ

は、「松田毅一南蛮文庫Jと命名されました。

閲覧等は、史料館へお尋ねください。

圃人口85，340人 (+45) ・男41，140人 (+22) ・女44;200人 (+23) ・世帯32，139世帯(十22)
2月末現在( )内 は前月比(住基法、外登法に基づく広報おおむらJは再生紙(古紙~40%) を使用しています。
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